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1は じ め に
日本におけるロシア語の学習 ・教育 ・研究は芋i)伊勢の漂流民大黒屋光太
夫の帰国(寛 政4年 ・1792)をもって開始 される穿2)そしてこの一事が象徴
するごとく,江戸期のロシア語の学習 ・教育 ・研究は,漂流 と外交 とさらに
軍事へ と不可分に結びついてお り,これがわが国のその後のロシア語 ・ロシ
ア研究の基底部をな した というべきである。
漂流にかかわる事柄は光太夫 よりはるか以前に生起 しており洋3)これにつ
いては別稿によって記述をこころみる予定であ り,今は省略に従 う。 ここで
は最初期の学習 ・教育 ・研究の歴史(以 下,研 究史と略称する)に とり,重
要ない くつかの時点について言及 しておく。
光太夫 らを伴ったロシア使節 ラクスマソののち,文 化元年(1804)に使
節 レザノブが来航する。 これが直接の原因 とな り,翌 々文化3年(1806)
幕府は長崎奉行を介してオランダ商館長に対 し,ロシア語をオランダ語ない
し ドイツ語で注釈 した書物の購入を求める菩4)ついで文化5年(1808)フェ
ー トン号事件が出来するに及び,幕府は同年11月蘭通詞数名に対 しロシア
語 と英語の学修を命 じ,翌6年(1809)2月にはさらに馬場佐十郎を含む
蘭通詞6名 に対 し,英語 とロシア語の稽古を命 じている(同 年6月2名,
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同年8月 に中山得十郎(の ち作三郎)を 含む6名 に対 しても同様の命令が
発せられた塔5)
馬場佐十郎は江戸において文化5年(1808)冬から2年 以上,光 太夫 に
よってロシア語の知識を伝授された。これがいわば専門家によるロシア語の
学習 ・研究の始まりであるが,そ の レベルはさほど高いものではなかった。
ついでいわゆる文化魯冠事件の余波によってゴロヴニーソらが捕えられる出
来事が発生する(文化8年 ・1811)。同年10月馬場はロシア語書簡の翻訳を
試みることになるが,そ の結果は不満足なものであった。 この折馬場によっ
て本格的なロシア語学習に関 して,幕 閣中央に対 し提案がなされた。一方,
これとほぼ同じ頃,松前にあっても現地出先機関 としての必要上,ロシア語
通訳の育成が企てられ,村上貞助がムール らについてロシア語を学び始め,
着 々と上達 した。文化10年(1813)馬場 らは派遣されてゴロヴ二一ンらに
直接ロシア語を学ぶことにな り,こ とに馬場のロシア語研究は高い水準に達
した。すなわちわが国のロシア語研究史上,江 戸期における一頂点がこの
2人の人物を中心に形成されたのである。
以下,大黒屋光太夫,馬 場佐十郎,馬 場佐十郎以降につき,これらの人物
を中心に据えて,わ が国最初期のロシア語研究史をみてゆ くこととする。
2大 黒屋光太夫
ロシアへの漂流民中,わ が研究史上 もっとも要重な人物は大黒屋光太夫で
ある菩6)光太夫の帰国によって,わ が国のロシア語の学習 ・教育 ・研究が開
始されたが,光 太夫の最大の功績はなによりもロシア語の知識を馬場佐十郎
に伝授 したこと,第二に桂川甫周にロシア事情を続 々陳べ伝え,『北桂聞略』
を編纂させ しめたことであろう夢7)
光太夫は宝暦元年(1751)伊勢の河曲郡南若松村(現 鈴鹿市)に 生 まれ
た。出自については二説あり,大黒屋に生まれ,の ち亀屋へ養子 として入っ
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た とす るもの,逆 に亀屋 に生まれ,大 黒屋へ養子に出た とするものがあ
る芋8)地元では大黒屋は船頭の,亀 屋は船宿の家柄 と伝 える。長 じて江戸に
奉公に出,そ の後船頭 とな り,天明2年(1782)12月9日注9)神昌丸船頭 と
して伊勢白子を江戸に向けて出帆。光太夫は時に32歳であった。一旦鳥羽
の 日和見で風待ち し,同13日外海へ出るが,同 夜半に遠州灘にて大風にあ
って遭難 し,漂流。翌年(1783)7月19日アレウ ト列島中のアムチ トカ島
に漂着。天明7年(1787)光太夫 ら9人 はシベ リヤ本土のカムチャツカに
移 る。全乗組員17人のうち,漂 流中に1名,在 島中7名,カ ムチャツカ滞
在中に3名 が病死。翌天明8年(1788)6月カムチャッカを発 し,寛政元
年(1789)2月イルクーツクに到着。ここでキリル ・ラクスマンと出会い,
寛政3年(1791),1月15日注10)光太夫のみラクスマンに随行して帰国許可嘆
願のためにサンク ト・ペテルブルクに発す。同2月19日差。6月29日女帝
エカテリーナ2世 に拝謁 し,9月26日正式に帰国願いが許可される。11月
25日サンク ト・ペテルブルクを離れ,モ スクワを経由し,寛政4年(1792)
1月イルクーツク帰着。4ヶ月同地に滞在ののち,同年9月13日遣日修交使
節アダム ・ラクスマソらとともにオホーツク出帆。 この間イルクーツクで
1名病死,庄 蔵 ・新蔵の2名 は残留 し,光太夫 ・磯吉 ・小市の3名 のみ帰国
の途 につ く。10月7日(陰 暦9月3日)注11)ネム ロ に着岸 。 寛 政5年
(1793)4月ネムロで小市病死。6月20日ラクスマンら松前に到着。同24日
光太夫 ・磯吉が 日本側に引渡される。7月16日ラクスマンら箱館を発 し,8
月27日(露暦1793年9月21日)オホーツク着。光太夫 らは江戸に送 られ,
推子橋外の厩舎に留めおかれて,9月18日将軍家斉に拝謁する(いわゆる「漂
民御覧」)。翌寛政6年(1794)6月光太夫 ら番町薬園内に移 される。光太
夫はまもな く妻帯 し,寛政9年(1797)に亀二郎(の ちの大黒梅陰)注12)が
生まれる。文政11年(1828)4月15日光太夫は番町薬園内で死殼。享年78。
法名は釈道書,本 郷元町 の興安寺 に葬む られた。 なお磯吉は寛政9年
(1797)に一時帰郷を許 されたが,光 太夫は生涯帰郷が許されなかった と従
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来 されてきた。 しか し,新 出資料によれば,光 太夫は享和2年(1802)4
月20日から6月3日 の40日間帰省を許されたという撃13)
さて光太夫のわが研究史上での功績をみてゆ くが,便宜上ロシア滞在中と
帰国後 とに2分 してお く。
ロシア滞在時の光太夫の学問的寄与は2つ ある。その第1は 日本図を描
いたこと苧i4)その第2は パラスの 『欽定全世界言語比較辞典』の改訂に一部
関与 したことである撃15)いずれも日本人 としてロシア側に貢献 したわけであ
り,わが研究史からはややはずれるが,略述 してお く。
光太夫は1789年イルクーツクにおいて1面,つ いで1791年サンク ト・ペ
テルプルクにおいて2面 の 日本図を作製 した。 これら3面 は現在ゲッチン
ゲン大学図書館に伝わっている力苧16)他に1790年ラクスマンがサソク ト・ペ
デルブルクのアカデミーに提出した学術報告書に添付されたいわゆる 「詳細
な日本地図」があった というが,こ の1面 は現在存否が不明である。上記
3面は基本的に同図であって,お そらくは光太夫が手許にもっていた 「節用
集」の1本 に附載される 〈大 日本国之図〉のごとき日本図によって大 きく
作図されたと考えられる。 したがって,こ れ らの図にあっては北に 〈かんど
う〉南に 〈らせつこく〉,東に 〈まつまへ ・て しほふろ ・めな しふろ ・ゑそ
のちかしま〉,西に 〈てうせんこく〉を配 し,今 日の本州 と九州は地つづき
で,四 国のみ島をなす というごとく,近代以前の旧日本図である。ただ,3
図ともに諸国に分割され,国 名が漢字あるいは仮名で示され,諸 国中の城下
町が城模様の金属のスタンプをおされて標示され,か つ漢字あるいは仮名で
その名が示される。3面中イルクーツクでの作製図とサンク ト・ペテルブル
クでの作製図の一方の2つ は,そ れぞれ別のロシア人によって国名 ・地名
が日本語のわきにロシア文字で表記され,か つ何 ヶ所かにロシア文の説明書
きを有するが,い ずれもおそらくは光太夫の口頭による説明に由来するであ
ろう。これらの地図は,その性格上一 日本源流民の描いた民族学的資料 とし
て扱われたであろう。
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パ ラス(P.S.Pallas,1741-1811)の『欽定全世界言語比較辞典』(Lin-
guarumtotiusorbisvocabulariacomparativa;Augustissmaecuracollecta.
Petropoli1786,1789;CpaBHHTellbHblecnoBapHBcexH3blKoBHHapeq随,
co6paHHblenecHulleK)BceBblcoqatimetioco6bl.注17)以下パ ラス辞典 と略称)
は,第1巻 が1787年,第2巻 が1789年に刊行 され たが,、この 中ではエ カテ
リーナ2世 に よって選択 され たロシア語 の基礎 的単語273語に対 応す る世界
の200言語 での単語形 がロシア文 字で提示 されて お り,日 本語 のそれ らも漂
流民か ら蒐集 された資料か ら選 び とられていた。初版 は項 目ご とに各言語形
を配す る方式であ ったが,改 訂 版は言語 の別 な くアル フ ァベ ッ ト順 にな らべ
かえる方式 に改め られ,フ ィ ヨー ドル ・イワノヴィチ ・ヤンコー ヴィチ ・デ
ミリェヴ ォ(Φen.HB.flHKoBHgn3MHpHeBo,1741-1814)らによって,
1790～1791年にサ ンク ト・ペ テルブル クで4巻 本 として刊行 された。折 し
も光太夫 がサンク ト・ペテルブルクにあって,改 訂事業の関係者 に招 かれ,
初版の 日本語資料 につ き一部改訂 をな し,光 太 夫 自身 による282語を提供 し
たのであ る。その模様 は 『北嵯 闇路』巻 之九 末 〈雑載〉 に次 のよ うに語 られ
てい る(引 用にあた り体裁 を変更 した)。
又あ る時 ヒ ョー ドロ ・アス タペウ ィチ ・アンガ リタ より光太夫 に 日本の
服 をもちて学校に参 るぺ しと云越た り。 其頃は小袖三 つ,袷 羽織,綿 入
羽お り,侃 刀一抱 もち居 し故,キ リロとともなひ右 の品 々を とりもたせ
行ければ,先 日本の服に改 させ,高 き台に登 ら しめ,ア ンガ リタ,キ リ
ロ もおな しく台 に登 り,そ の下に学寮の児童 等をは しめ諸 生残 らず呼集
め 日本の人 を見 るへ しとてキ リロ訳を伝へ,此 方 の風俗な どを生徒 等に
語 り聞せ しとそ。此学校 に万国寄託の書あ り。部 を分ちて 日本語を も載
せた り。何れの語の末 に,之 事〉 と書す。た とへは鼻を鼻の事,耳 を
耳の事,と いふ がこ とし。 これは以前此方 よ り漂流せ し者共に問て記せ
しよ し。かの問 たる時 にそれは何の事,か れは この事 と答へた るを,直
に之事 まで を一語 と心得 てか く記 しおき しな るべ し。 この書 を光太夫に
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制 定すべ きよ しを望 まれける故,日 々に通 ひて六 日に して卒業す。書中
の語 多 く南部辺 の言葉 にて,し か も下賎の語多 し。古来皇朝 よ り彼地 に
漂 流せ し事此度共 に四度 な り。以前の三度はみな南部の人な りしとそ。
日本通事 は今 イル コツカに三人あ り。今度光太夫等 を送 り来 りしエ ゴロ
もイル コッカの人 にて言語は南部託の しか も誤 り伝へた る事 ども多か り
し故,初 のほ どは聞へ さる事のみな りしとそ。光太夫へ右の書校正の謝
礼 に とて,葡 萄酒,覆 盒子酒,柑 酒おの〉 一陶,砂 糖二 大塊 贈 りしと
な り。
上文には若干の錯誤が含まれ るが,今 は言及 しない。
帰国後 の こ とに移 る。寛政4年(1792)帰 国 した光太夫 は さまさまな品
物 を ロシアか ら持ち帰 った もの と思われ る力苧18)この うち研究史上重要 なの
は,書 籍 と地図であ ろう誉19)他の品物同様,種 々の事情 に よって これ らの い
くっかは散逸 した とみ られているが,次 の ものが原本 ない し写本の形で伝存
する。
1.1784年サ ンク ト ・ペ テル ブル ク刊 『露 国国 民学 校 用算 術 入 門書 』
(PyKoBo八cTBoKapHΦMeTllKe八nHYIIoTpe6neHHHBHapoロHblxYrlHnlllllax
PoccnticKotiHMnepHM,9.1,Cn6.,1784)注20)
2.1787年モ ス ク ワ 刊 『魯 西 亜 国 字 学 』(nponHcbnoKa3blBalolllafl
KpacoTyPocc泌cKaronHcbMa.M.,1787.)注21)
3.「地球 全図」(H306pa)KeHlleo6eHxnolloBHH3eMHaromapa.),「欧羅 巴
全 図」(EBpona.),「亜細亜 全図」(A3肌),「亜 弗利 加全 図」(AΦPHK-
a.),「亜 墨利 加全 図」(AMePHKa.),「亜 細亜亜 墨利 加対峙 図」(KaPTa
npe八cTaBnmK)IIIas{u306peTeHHAPoccllAcKMMHMopennaBaTenJ{MHHa
CeBepHortqacTHAMepHKHcoKonone)KallP(MHMecTaMHBPa3HH兄
nyTemecTBIIflyqHHeHHbm,coqHHeHanpHHMnep.AKaqeMmHHayK),
「魯西醒 界全図」(KapTaPocclltlcKotiIIMneplm.),「魯西醒 界分図」(1)
～(8),「魯西亜 国都 城図」,「皇朝輿地 全図」(KapTaocTpoBoBHnoH一
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cKvaxBHe覚りKeo3HageHnyTb,KaKMopeM,TaKHcyxHMnyTeMero-
)KeranaH八口IynoTpe6nflK)T,Bnpoe3丑ecBoeM,H3rpa凪aHaHracaKH,
Bropo刀He刀o,rne)KHBeTI(oponb,oHblxocTpoBoB,coqmHeHa1786
rona[…].)注22)
1・2はともに光太夫 が ロシアで使用 した もの と考 え られ る。1は 原本 のまま
伝わ るが,の ち足立左 内によって松前 に携行 され,そ の内容が ゴロヴニーソ
に質 され,馬 場佐十郎の助け をえてr算 学訳語』 として翻 訳 された(後 述)。
2は 文化10年(1813)鷹見 泉石 に よって光 太夫所 持の原本 か ら精 巧 に透写
され た。原本 は行方不 明で あるが,こ の本 によって馬場 ・足立 らは ロシア文
字 の書法 を学 んだであ ろう警23)本書の 〈音綴例〉は 『北桂 聞略』巻 之六 〈文
字〉中の 〈反切連綿法〉や泉石写 『魯西亜字 日本音訳』注24)(文化10年以降?)
に引用 され,読 みが与 えられて いる。3は す べてが写 図であ り,『北磋 聞略』
の将軍 への上呈本 のみに添 え られ た。原 図は伝 存未詳で ある。 「地球全 図」
か ら 「魯西亜 国都城図」 まで地名等 が翻訳 されて いる。 これ らの刊年は書写
されてないが,光 太夫 滞在 中 と同時代 の もの と考 え られ てい る。 「皇朝 輿地
全 図」の み性 格が異 な り,カ ル トウー シ ュ中 に 〈1786年製作 〉 とは あ るも
のの,実 際は西洋古 版 日本 図の ひ とつで ある タヴ ェルニエ の 『航海誌』 第
3巻所 収 日本図(CartedesIslesduIapon…,J.B.Tavernier,Lessix
voyages…,1679)にさかのぼ り注25),その ロシア版の図(1くapTaocTpoBoB
HnoHcKIIx…,0皿caHIeoflnoHe…,Cn6.,1734)とほぼひ としい。光太夫
は1789年イルクー ツクで 日本 図を描 いた時に この ロシア版 の 日本図(あ る
いは 「皇朝輿地全 図」 の原 図)を 見 ている とおぼ しく,さ らに 「皇朝輿地全
図」 の細筆 の ロシア文 字はおそ ら く光太夫の手 になる。 いずれにせ よ,3の
中,最 後 の2図 を除 く他 の地 図 は,幕 府 と天文 台 に とって は重 要 な資料 で
あったろ う。 ロシア製の最新地 図はふた たび レザ ノブによって 日本 にもた ら
され るこ とにな り,わ が国の地 図学研究 に多大な刺激 を与 えた誉26)
寛政4年9月3日(露 暦1792年10月7日)ネ ム ロに着岸 した ラクスマソ
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一行は日本側の指示をまってこの地で越冬することになる。その間に松前藩
士についで幕府の役人 らが接触するに及び,日本側に知見が蓄積された。松
前藩医師加藤肩吾は 『魯西亜実記』注27)としてロシア事情をまとめた(寛 政
4年)。幕府御普請役田辺安蔵はロシア語を蒐集 し,和露語彙集を編み,r魯
西亜語類』注28)と題 して松平定信へ提出 した。この書 にはいろは別の和語の
もとに片かな書きで1100語余のロシア語が含まれる。寛政5年 一 おそ ら
く成立の直後一 最上徳内は田辺から語彙集を直接借 りうけて書写 したが,
この写本(伝 存未詳)は のち文化4年(1807)さらに鷹見泉石によって筆
写 され 『魯西亜言語集』注29)と名づけ られた。他 に一異 本 『魯西亜語覚
書』注30)が伝存 し,これら3本 はいずれも くoPocHHflroo5To>のタイ
トルを有するゆえに,こ れが もとの語彙集の原名であったであろう。いずれ
にせよ光太夫が直接 ・間接に成立にかかわった とみ られる。
光太夫 らは寛政5年(1793)8月江戸到着後,た だちに町奉行の取調べ
をうけ,つ いで幕府御 目付の審問をうけた。その筆録が篠本廉の 『北瑳異
聞』注31)であるが,そ の巻四には650語余 りのロシア語を部門別に収める。 さ
らに9月15日将軍家斉によって漂民御覧がなされ,r漂民御覧之記』注32)が桂
川甫周によって書かれた。 しか し研究史上光太夫の最大の功績のひとつは,
当時一流の蘭学者 ・桂川甫周をしてその漂流課を筆録せ しめたことである。
甫周は蘭書からの裏付けを織 りまぜつつ,光 太夫の体験 と見聞を系統的にま
とめあげ,寛 政6年(1794)8月『北桂聞略』12巻,図2巻を編述 したの
である。本書は漂流記 として,ま たロシア事情全般にわたる優れたロシア誌
として,高 く評価することができる。全体にロシア語の単語がち りばめられ
ているが,巻 之六には く文字〉の項でアルファベットのおおよそが示 され,
巻之十二には 〈言語〉 として片かな書きのロシア語の単語や短文1500が部
門別に収録されている。
これ と直接の関係をもつ語彙集 として甫周の実弟 ・森島中良筆記 『魯西亜
奇話』(成立年未詳)注33)があるが,語 数は1300弱である。寛政8年(1796)
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5月の凡例をもつ源有の 『魯西亜文字集』注34)は文字 ・音綴と人名 ・地名を内
容 とするが,光 太夫の自筆らしいロシア文字が書かれていて興味ぶかい。さ
らに光太夫が伝えたロシア語を集大成するものとして 『魯西亜辮語』注35)表
裏2巻 が編まれた。本書はいろは別の露和 と和露の語彙集を主内容 とし,
『魯西亜語類』 より3～4割の収録語数の増加をみるというが,成 立年 も編
者 も未詳である。
光太夫の もうひとつの研究史上重要な寄与は,ロ シア語の知識を馬場佐十
郎に伝 えたことである。これは幕命により文化5年(1808)冬に開始され
た。馬場の訳書r帝 爵魯西亜国誌』(文化6年,,1809年成立)注36)の凡例中の
ひ とつに次のようにある。(原文縦書 き。朗字はそのまま)
勢州白子ノ舟子光太夫ハ往年漂流メ魯西亜国二到リ寛政年間彼ノ護送 ヲ
得テ帰朝セシモノナ リ戊辰ノ冬貞由二 命アリ時二彼二就テ其臆記シ来
ル所ノ魯西亜言語ヲ習得ヘシ トコ・二於テ毎二貞由力官舎二来 リテコレ
ヲ伝ル 「今二二年[以 下略]
どのように光太夫か ら馬場ヘロシア語が伝授されたかを詳 しく語 る資料はな
いが,光太夫のロシア語は専門家へ と橋渡 しされ,さ らに磨かれることをま
っことになる(後述)。
光太夫は江戸の蘭学者仲間では珍客 として迎えられたようで,寛 政6年
(1794)大槻玄沢め芝蘭堂新元会にも出席 し,〈EHyBaPb.〉の語を揮毫 して
いる炉7)また光太夫のロシア語の知識は幕府天文台とその周辺の人 々にも伝
えられた。上記桂川 ・森島兄弟のほかに,足 立左内,高 橋作左衛門,間 重
富,大 槻玄沢,鷹 見泉石lt3s)山村才助な どである。 このうち間は光太夫の助
力を得てロシア地図の 〈訳例〉を著 し,大槻はのちの仙台漂民津太夫 らの聞
き書きを,『北桂閉路』に倣い,光 太夫の言を証左 としつつ,志村弘強 とと
もに 『環海異聞』(文化4年 ・1807)注39)としてまとめあげる。この編集に山
村才助 も協力 したが,彼 には 『麗句文字魯西亜文字』注40)の著述がある。た
だ し,馬場 ・足立を除き,これらの人 々は文字 と単語の レベルに興味がとど
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まっていたようにみうけられる。
光太夫はその後折にふれてロシア文字による書を書き与え,珍 しさも手伝
ってその一枚刷 もつ くられた という。彼独得の書法により,〈鶴 ・亀 ・南山
寿〉などおめでたいことばが書かれている穿41)
文政8年(1825)考証学者伴信友が光太夫の宅を訪い,光 太夫は問われ
るままにロシア事情 を語 り,ま た自己の体験 より得た言語観の一端を披歴
し,信友はこれを賞讃 した。光太夫談話の信友筆記にこうある誉42)
○牛馬鶏犬鳥雀の類本朝なると同し 予問て云 哺声は本声 と異なるか
光笑て答て日 何ぞ異なるぺき 惣て本朝にある鳥獣喘声 もいさΣかも
異なる事なし 予詰問て云 然 らば人の言葉 も同しかるべきに異なるは
いかに 光笑て答て云 人の声 も何れの国にても異なる事な し 言語は
国々同じからす 鳥獣の哺 くは声也 言語にあらす といへり 此答の
意賞すべ し○問 本朝にて平生の談話の詞手翰俗用の文章また書籍に記
す文にも其体異なるがあ り 彼国はいかに 光答て云 彼国も専同し事
也 故に某彼国の平常の談話の詞又物ノ名などはあらまし覚たるがこと
くなれとも書籍はよみ とく事能はす 平話の ことく書たるものはおほか
た推量 して意を得る事 もあり
文政10年(1827)9月9日,重陽の節句に際 し,禿筆 をふるって賀詞を
つらね,ロ シアを思いだ しつつ,お のれの喜寿をみずから祝 う穿43)(読点は
筆者。)
イ ス ハ ニ
魯西亜中興国王 伯多禄帝八十八齢賀伊西波尼亜国主花鳥画寿扇一握
ア ガ テ リ ナ ぎ ア レキ セウナト
進献ス。 当女主 亜瓦徳利納 亜烈起痩納六十一齢賀復尊崇ス。以来
城棲二封寿ス。然而予請帰国。 則予 本邦送還スルヲ惜ム。 不得止奉達
ス。 不顧女主赦ス。 乞暇時棲上二居座シ予ヲ召予ヵ掌上二女主自ラ寿扇ヲ
載瞳賜ス。予稽首拝受ス早。 予帰 本邦。 公都被封雑子橋御厩。其
後復番町御薬園守二 移ル。予七十七齢賀彼為寿扇尊祝者也。 九月九 日
幸太夫誌 大国(花押)
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翌文政11年(1828)大黒屋光 太夫 は番 町薬 園内で残 する。享年78穿44)
3馬 場佐十郎
光太夫のロシア語がおおむね文字 と単語のレベルに留まっていたのに対
し,ゴロヴニーンらの薫陶のもとにこれを文法 と文章の レベルにまで一気に
ひきあげたのが蘭通詞にて蘭学者馬場佐十郎である芽45)
み くり や
馬場は天明7年(1787)長崎の商家三栖谷氏に生まれる。幼名千之助,
通称佐十郎。誰は貞由,字 職夫,号 穀里。蘭名にAbrahamを用いた。実兄
の蘭通詞 馬場為 八郎 の養子 とな り,若 年で稽古通詞 となる。文化5年
(1808)江戸に召 し出され,幕府天文方地図御用を勤め,同8年(1811)天
文方に蕃書和解御用が設置されるとその中心的存在となる。オランダ語は中
野柳圃に学び,商館長ヅーフからオランダ語 とフランス語を,プ ロムホフか
ら英語 も学んだ。江戸においてオランダ語文法を教授 し,著作 し,かつ翻訳
にもたずさわ り,蘭学史に多大な貢献をな した。文政5年(1822)病殼。
享年36。
前述 したように,幕 府は長崎通詞 に対 し,文化5年 ・同6年 に英語 ・ロ
シア語兼修の命を発 していたが,馬 場にはすでに文化5年 冬か ら光太夫に
よってロシア語の伝授が始められていた。 しかしながら,その内容はあまり
高度のものでなかったらしく,文字一 これは完壁に近 く学習された と
その読み と,光太夫が聞き覚えた単語の伝授が主だったようであり,とても
原文の翻訳には役立たないことが,や がて判明する。
文化8年6月4日(露 暦1811年7月11日)南部千島の測量にあたってい
たディアーナ号の艦長 ゴロヴ二一ソら8名 がクナシリにおいて松前奉行支
配調役奈佐政辰によって捕えられた穿46)副艦長 リコル ドは退去の際ゴロヴ二
一ン宛の手紙を港内に浮べた桶の中に残 していった。この手紙は日本側の手
におち,の ち8月 にゴロヴ二一ンらが箱館で取調べをうけた際,日 本側か
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らその内容を伝えることを要求されるが,ゴ ロヴニーンらは手加減を加えて
日本側にクリール通詞を介 して伝達する。 しかし日本側はその内容を一方的
に信用するわけにはいかず,10月にこの手紙を天文台蛮書和解御用の馬場
のもとに翻訳を試みるよう送付するのである。
しか しこの露文書簡をみても,馬場は 〈文意少 も相分不申候〉 という状態
であった誉47)この時すでに光太夫 についてほぼ3年 が経過 しようとしてい
る。馬場はいう。かつて レザノブ来航の折(文 化1年 ・1804)自分 もロシ
ア人 と対談 したが,そ の節はロシア人の中にオランダ語を知 る者がいたの
で,そ れでことたりた。ロシア語はむかしから稽古の しようがな く,通詞で
は1人 も学ぶものはいない。ただ素人には少 々ロシア語も覚えて片かなで
書 く者 もいるが,こ のごときでは書簡の和解を正式に行なうことはで きな
い。 しかしこの手紙を少 しでも解ろうと粉骨砕身熟考 したが,和 解にまでは
至 らず残念である。 とはいえ自分は光太夫から 〈漸々彼国之文字井綴合方は
習置候二付,横 文字の数言を読ミ取〉 り,そのうちい くつかは聞覚えている
意味を単語の側に付けてここに報告 してお く。これでは意味はよくわからぬ
が,勘 案するに,おそらく日本側役人へ宛てたものではな く,ロシア人残留
者 すなわちゴロヴニーンら一 に宛てたものだろうと思う,と。
馬場は片かなにてロシア語本文を認め,そ の傍に自己の単語帳中の語 と合
う語には墨で訳語を付 し,単語帳にない語については近似の語の訳語を朱で
付し,不明の語には傍線(墨)を 引いた。地名 と人名には左脇に朱の傍線を
引き,いわゆる〈廻環逆読〉の方式によって判読をなし,一応の訳稿を得て,
〈決而真訳二而は無御座候〉 ということわ り書きを付 して上申する。
だが馬場はみすみす不本意な訳稿のみを提出したわけではなかった。この
機にロシア語研究の基礎を築 くよう,具体的な提言を同時にな しているので
ある。馬場はふたたびいう。オランダ語 ・英語 ・フランス語の文章はオラン
ダ人持渡 りのそれぞれの辞書があるから,これらによって理解できる。 しか
るにロシア語の辞書はない。だか ら今回は光太夫 らが聞き覚えたことばの
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〈書留〉一 語彙集一 等にたよったが,文 面を解するに至 らなかった。ま
たその光太夫にしても本でロシア語を学んだのではな く,耳で聞き覚えたま
でのことで,し たがって聞き誤 りも多 く,かつまたその伝える内容 もいちい
ち当てにな らない。いずれにせよ,ロ シア文字で書いた原文を学習し,習得
するのでなければ,今 度の手紙な どの本当の意味はけっして分らない。たと
えばこの手紙にせよ,分 かち書きにして光太夫に読んで聞かせたが,わ ずか
に5・6ヶ所の意味を解 しただけで,そ の他は分 らない。 これはすなわち光
太夫がロシア語を耳で聞 き誤って覚えているか らに外ならない。長崎に数年
滞在するオランダ人が,日本の文字を覚えず,聞 き覚えていることだけで話
す日本語がことごとく誤っており,も とが間違って覚えているの と全 く同 じ
ことだ。 とにかく,原語の文字できちんと習得 しているのでなければ翻訳は
出来ない。
馬場はここで語学の常道である辞典 と文法の必要を説 く。光太夫のロシア
語への批判 もさることながら,書物による本格的学習こそが真の原文章理解
に達するとする馬場の意見は,馬場が幼時 よりオランダ語に慣れ親 しみ,オ
ランダ語に通暁した天才的通詞 とされていただけに,重 みを有 していたにち
がいない。
馬場はこの手紙につきさらに一計を案 じる。手紙の語をばらばらにして,
地名 ・人名をのぞき,ロ シア語のアルファベット順にして松前にいるロシア
人にみせ,馬 場の知っているオランダ語 ・英語'フ ランス語がわかる場合は
これでロシア語の意味を書いてもらう,で きぬ場合は通訳による日本語でも
よいとするのである。
この提案はす ぐさま実行に移され,ゴ ロヴニーソらに提示 されるが,ゴ ロ
ヴニーソは即座に件の手紙であることを看破 した。ただ馬場の書いた筆跡は
ロシア語を知 らぬヨーロッパ人のもの と思ったらしい。いずれにせよ,翌文
化9年(1812)正月には馬場のもとにゴロヴ二一ンの返答がもた らされた。
馬場はこれによって手紙の大意の和解を行なう。 しか しあ く迄 く大略を推量
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仕,書 取候迄二御座候〉〈中々正訳 と申所ニハ至不申候〉 と大巾な留保を付
してもいるのである。さらに参考のために松前奉行同心上原熊次郎の訳稿も
馬場は見ている。
文化8年(1811)10月の馬場佐十郎によるロシア語書簡の読解の試みが,
学 として実質的なロシア語研究の始め とみてよいであろう。幕府は とりわけ
レザノブ来航後,本 格的なロシア語通訳官の必要を感 じていた し,また対訳
のロシア語辞典を入手せんともしてきたが,こ こに至って,い っそうそれ ら
の緊急性が増大 したことを感 じたにちがいない。本格的なロシア語の学習 と
研究に不可欠な上述 した馬場の第一の提案は時宜をえた ものであ り,か くし
て馬場に対 しゴロヴ二一ンに直接ついてロシア語を学ぶべ しとの特命が下さ
れることになるのである夢48)馬場の上の提案は馬場みずからを中心に実現を
みてゆく。馬場の松前派遣はかな り早 くか ら幕閣内では決定されていた らし
く,文化9年(1812)2月に間宮林蔵がゴロヴニーソらを訪れた際,馬 場
と足立の派遣が予告されている菩49)
文化10年(1813)正月28日,馬場佐十郎 と足立左内は幕命によって松前
に派遣され江戸を出立する。足立は馬場が若年のゆえの 〈指添〉役 として公
式には同行 したが,実際は天文暦学 ・測量術の専門家 としてロシア人たちか
ら学術を吸収させるべく高橋作右衛門が選んだ人物でもあった。足立 も光太
夫か らロシア語の手ほどきはうけていたもの と推量される。彼 ら2人 は2
月末にゴロヴ二一ソと出会う。ゴロヴニーンの 『手記』にこうある。
三月十八日[露暦による](獣青月),新奉行が着任 し,同時に他の随員
アカデミア アダチ ロサンナイ
たちと共に,わ れらの友貞助 と,日本の大 学の学者足立佐内と,蘭語
ババシシュジオロ
通 詞の馬場佐十郎 が来着 した。[訳 書 中巻124ペー ジ。 原書g.II.CTP.
101]
実 の ところ,こ れよ り先,ゴ ロヴ二一 ンには ク リール語通詞の上原熊次郎 と
医 師の東江注50)が接触 してお り,さ らに ゴロヴ 二一 ソ らは村上 貞助に直接 ロ
シア語 を教 えている。ゆ えにゴロヴニー ンは彼 ら,と くに貞助 とは親 しい関
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係 にあった。新奉 行の着任後,吟 味役高橋三平注51)の命を うけて熊次郎 がゴ
ロヴ二一 ソの もとにや って きて 「先般江戸か ら来着致 した学者 と蘭語通詞 に
ロシヤ語 を教 へ,そ の たつね るこ とは何で も話 して頂 きたいのです」 と,彼
ら2人 の真 の 目的 を告げ る。 馬場 ・足立 らの ロシア語学 習は おそ ら く文化
10年3月 中頃(和 暦)か ら開始 された であろ う。 この頃幕府 は ロシアに対
してフヴ ォス トフ事件 の釈 明を求 める方針 に もとづ き,ゴ ロヴ二一ン らにそ
の書簡の翻訳 を手伝わ せて いた。2人 は次の ようにゴ ロヴニーンの も とに現
われ,は や くも辞 典を借 り出す。
それか らわれわれは 日本側の外交文書 の翻訳 に着手 し,そ の ためムー
ル君 とア レクセイはわれわれの室に出入 して よい と許可 が出た。恰度 そ
の頃,日 本の学者 と蘭語通詞が顔を出 した。 彼等 の第一 回訪 問は儀 礼的
な もので,仕 事の話は何 もせず,手 土産 の干菓子 を持 参 し,初 対面 の挨
拶 を交は し,私 の持って ゐたフ ランス語辞典 とほかに二冊 の本を借 りて
行っ ただけであ った。[訳書 中巻130ペー ジ 。原書g.J.CTP.106]
このフランス語 の辞典 とはタチーシチ ェフの仏魯辞典(第2版)2巻 であ っ
た(Dictionnairecompletfrangoisetrusse,compos6surladerniere6dition
deceluideL'Acad6miefrangoise.Seconde6dition[…]parMr.J.de
Tatischeff,Conseillerd'Etat.[…]iSt.Petersb皿rg,1798.TomeI.A-K,
TomeII.L-Z;nonHortiPPaHqy3cKotiHpoccHncKotineKcHKoH,cnocllenHHro
H3八aHllfiJIeKcHKoHaΦpaHロy3cKo数AKaneMHHHaPocc曲cKo酋fl3LlK
nepeBeμeHHbl教.BTopoeH3旦aHHe[…]HcnpaB∬eHHoeH日ononHeHHoeCTaT-
cKHMCoBeTHHKoMH.TaTmllleBblM.BCaHKTneTep6ypre,1798,T.1-■)。
日本側 は ゴロヴニー ンを捕 えた当初 か らこの辞典 には 目をつけ ていた らし
く,後 日ゴロヴ二一ソ らの釈放の折,他 の書籍 とともに相応 の返礼 を もって
譲 りうけ よ と命 じていて,ゴ ロヴニーン手沢の タチーシチ ェフ仏 魯辞典 はの
ち幕府天文台の蔵 に帰す誉52)
新奉行 は露暦3月27日,ゴ ロヴニーン らを引見す る。その3日 ほ どのち,
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ふたたび馬場 と足立が登場する。新奉行によるとり調べの翌日,士官のムー
ルは,ゴ ロヴニーンによれば,ま った く狂人のような話をするようになった
というが,こ れに続 く条下に馬場 ・足立のふた りの勉強ぶりとゴロヴニーン
によるロシア文法書の執筆が述べられている。
それから二 日ほどすぎると,ムール君は,わ れわれの方へ移 らせてく
れと頼んだ。 日本側では早速 この頼みを聞きとどけ,ム ール君 もアレク
セイもまたわれわれと一緒に暮 らすやうになつた。恰度その頃,日 本の
学者 と通詞が毎 日通って来るやうになつた。
アカデミック
われわれはこの学者のことを学士会員 と呼んでゐた。彼はある学術協
会の一員で,そ の協会は西洋の学士院に似た ところがあるか らであつ
た。 も一人の方はオランダ通詞 と呼んでゐた。彼はこれまで集録 してあ
つたあらゆる露語辞典の検討を始め,間 もな くそれを訂正増補 した。彼
は印刷 したオランダ ・フランス語辞典を持ってゐて,彼 の知らないロシ
ヤ言葉に相当するフランスの言葉を聞 くと,早速持参の辞典でその言葉
を探すのであつた。この通詞は二十七歳位の青年で記憶力が極めてす ぐ
れてゐた。彼は既に一 ヨーロッパ国語の文法を知ってゐたので,ロ シヤ
語の方で も非常に進歩が早かった。そのため私は,*自分で思ひ出せる
だけのところで,彼 のためにロシヤ文法書を書いてやつた。
*私は多少でも完全な文法書を作る上で役に立つやうな書籍を手許に持たなかつ
たので,自 分の記憶のうちから取 り出せるだけで満足せざるを得なかった。私は
四ヶ月以上もかかつて,そ の本を書いた。そして序文に,他 日ロシヤ人又はロシ
ヤ語に通 じた人がこの本を見ることがあつたら,私が暗記によつてこれを書いた
ことを念頭に置いて貰ひたい,と 書添へて置いた。尚ほ文例は全部,日 露両国の
接近と親善を目ざして,こ の事情に適当なものばかりを載せて置いたが,こ れは
極めて日本側の気に入った。彼らは大喜びで私のノー トを日本語に翻訳し,全部
パパロシユヅオロ
で相当に大部な物であつたが,す ぐ訳了 した。貞助と馬場佐十郎は文法上の規則
を説明すると,極めてよく理解した。ことに馬場がさうであつた。彼等には暗記
する時間が足 りないだけであった。そのうへ私は彼等のため,オ ランダ語訳を附
したフランス文典をロシヤ語訳 してやつた穿53)これはむろんオランダ通詞にとつ
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ては,ロ シヤ語研究上極めて有益であつたらう。[訳書中巻136-138ページ。原
書q.皿.CTP.111-112]
馬場はゴロヴ二一ンの許で従来の手許にあった単語集を改訂 し増補する。つ
いで念願のロシア文法をゴロヴ二一ンによって書 き与えられ,足 立や村上 ・
ii
上原らとともに翻訳するのである。これがわが国最初のロシア文法書 『文法
規範』6巻である誉54)
r文法規範』の原名 とその翻訳の態度は馬場の 〈附言〉によって明 らかで
ある(句読点等は筆者。体裁 を一部変更 した。)。
此編ハ嘗テ兀老サ著述セル彼文法ノ規則ヲ書記スル者也。名テrpaM-
MaTHKaト云フ。和蘭ニスプラーカコンス トト云フモノ有 り。凡是 ト相
同シ。故二編中和蘭 ト同義ノ有ル者ハ其訳名亦今蘭学社中二通用スル者
なぱ ギあ ぼ あ さ
ヲ 用 フ 。 此 編 表 題 二KpaTKas{rpaMMaTHKaPoccHrtcKaro肥blKannfl
君 日本 駅家 記 ワシレム ゴロウィソ
rocnon兄noHcKHxr【epeBo江9HKoBHallHcaHHaflBac凪eMronoBHHblM
(sic)(sic)
1813ronaBMaTMae.ト ア リ。 是 ヲ 訳 ス レ バ 約 略 魯 西 亜 文 範 日 本 訳 家
諸 君 ノ 為 メ 千 八 百 十 三 年 兀 老 サ 松 前 二 於 テ 誌 ト云 フ 義 ナ リ。 彼 是 ヲ著 述
文化十年(朱)
セシ所以ハ即左ノ自序中二載スルが如ク然 リ
馬場貞由謹話
先行するオランダ文法の術語を用いることは馬場にとって自然のな りゆきと
はいえ,ロ シア語学にとっても好都合であった菩55)しかも馬場は術語の原語
を翻訳後 も慎重に残 しており,きわめて学問的であった。ゴロヴ二一ンは記
憶によってこの文法書を書 き上げたと自らのべるが,ど うや らその源泉はか
つて愛読 したらしいニコライ ・クルガーノブの 『文章読本』(rlHCbMOBHHK)
中に含まれるロシア文法であったらしい穿56)クルガーノブのロシア文法は,
いわばロモノーソフの 『ロシア文法』注57)の教科書版 ともいうべ きもので,
広汎に流布 したという。通俗版 とはいえゴロヴニーンによって日本にロモノ
ーソフ文法の枠組みが直接伝えられ,しかも成熟 しつつあった日本の蘭学の
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器によって移 し入れられたことはやはり画期的なことであった。馬場によっ
てわが国の最初期のロシア語学は,当然費消すべ き研究上の初動時間をはる
かに短縮することができたのである。
『文法規範』は天下の孤本であり,しか もその一部を欠 くが,い ま静嘉堂
本に従って,全体の構成を目次ふうに見てお くと次の通 りである。
巻一 文法規範附言[馬 場による]
兀老サ自序
右附言翻訳
文法規範 総論
名辞篇第一
巻二[名 辞篇続き]
代名辞篇之第二
働辞篇第三
分動辞篇第四
巻三 能働動詞 ・所働動詞 ・中性動詞 ・再帰動詞 ・両働動詞 ・助動詞
巻四 普動詞 ・不係人動詞 ・不同転動詞 ・不備動詞 ・多時動詞転例
諸動詞転移概論,附 言第一～第五
巻六 語詞連続法 其一～其身七,附 言,語辞読習法
本書は品詞論から簡単とはいえ文章論,ア クセン ト論までとり扱った体系
的な文法書であることが上記から知れるであろうが,こ こでゴロヴニーンが
描いた文法の枠組がどんなものであったかを,か っこ内に馬場の訳語(無 い
場合は説明)を示 しながらもたどっておくことにしたい。
ゴロヴ二一ンはrpaMMaTHKa(学語/文範)を1.opdiorpaΦ"fl(語辞ヲ書
記シ綴ルノ法),2.3TllMonorvaH(辞品区別之学),3.cuHTaKcHc(語詞連続
法),4.npoconMfl(語詞読習法)の4科 に分つ。1は名をあげるだけで内容
は述べていない。2は さらにgaCTvape・m(辞品科)に8つ あるとする。す
なわち1)HMH(名辞/名詞),2)MecToHMeHHe(代名辞/ 名詞),3)rna一
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roil(働辞/動 詞),4)npmacTHe(分 働 辞/分 動 詞),5)服peqMe(属 用 辞/形
容 詞),6)npe叩or(冠 辞/冠 詞/前 詞),7)coro3(助 辞/助 詞),8)Me)K-
nyMeTHe(嵯嘆 辞/嵯 嘆 詞)。1)HMs{は さ ら に ①nMHcymecTBIITeJlbHoe(実名
辞)と ②llMslnpMnaraTenbHoe(属名 辞/形 容 詞)に 分 か れ る 。HMflはま た 次
の4種 に も 分 け う る:①cymecTBuTeJlbHoeHacTosllueellM.(有体 名 辞),②
HapHロaTeJlbHoellM.(無体 名 辞),③uHcnHTenbHoeuM.(数 名 辞),④
co6HpaTenbHoeHM.(復員 名 辞)。 又HMflは ①06meeHM.(通 名)と ②co6-
CTBeHHoeHM.(本名)の 別 を 有 す る 。 こ こ で はHMflの 下 に 今 日 の 形 容 詞 と
数 詞 が 含 ま れ る こ と に 注 意 せ よ 。 さ てHMflは ①pon(種 類),②mcno(単
復/員 数),③naＬle)K(転格)に 従 っ て 〈曲 折 転 用 〉 す る 。ponに は ①MY)K-
ecKHtip.(陽種),②)KeHcKIItip.(陰種),③cpenHlltip.(中種),④06rmal
p.(普通 種)の4つ が あ り,qHcnoに は ①enmHCTBeHHoeq.(単員/単 称)と
②MHo)KecTBeHHoeg.(復員/復 称)の2つ が あ る 。nane)Kは次 の7つ を も
つ:① 一 〇n(主格/一 格),②POJIHTeJlbHOti(生格/二 格),③uaTenbHoti
(与格/三 格),④BllHllTenbHoli(役格/四 格),⑤3BaTellbHon(呼格/五 格),
⑥TBopHTeJlbHon(奪格/六 格),⑦npenne)KHoti(示格/七 格)。IIMfiの
(sic)
nane)Kによって 〈変化〉 するの をcKnoHeHvae(転移)と いい,6種 に分ち,
(マ )
6つ の 転 例 を あ げ る 。HMflnpHnaraTenbHoeは比 較 の 有 無 に よ り①llono-
)KHTeJlbHaslcTeneHb(平階),②ypaBHHTenbHaslcT.(比階/比 較 階 級),③
npeBocxonHaslcT.(勝階)の 別 を 有 す る 。HMfi－ す な わ ち 実 名 辞 と 属 名 辞
一 は ま た ①HM .YBeJIH・IHTeJlbHoe(広大 名 辞)と ②HM.YMeHblllHTeJlbHoe
(狭小 名 辞)を 作 る 。qliCllnTenbHoeHM.は次 の4種 に 区 別 さ れ る:①oc-
HoBaTenbHoe9.(基数 名),②nopsmoqHoeg.(序 数 名),③co6upaTenbHoe
q.(合数 名),④nponOPImoHaJlbHoeg.(比例 数 名)。
MecToHMeHHeは次 の6種 に 分 け ら れ る:①nmHoeM.(代 人 名/人 代 名
辞),②npvaTH)KaTenbHoeM.(司領 代 名),③yKa3aTenbHoeM.(直指 辞),④
BonpocHTeJlbHoeM.(間代 名(辞)),⑤oTHocHTeJlbHoeM.(再呼 辞/再 呼 詞/
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再 呼 代 名 詞),⑥BO3BpaTHoeM.(帰応 辞)。
rnaronはや や 複 雑 で あ る(な お,今 日 の よ う に 体(BMn)や 相(3anor)
の 判 然 と し た 区 別 は な い)。 ま ず こ れ を 次 の6種 に 分 か つ:①
nePtcTBIITenbHbltir.(他働 辞/他 動 詞/能 働 動 詞),②cTpaＬlaTenbHbltir.(被
働 辞/所 働 動 詞),③cp明H頗r.(自 働 辞/中 性 動 詞),④Bo3BpaTHL・nr.(帰
働 辞/再 帰 動 詞),⑤B3a・・MHbltir.(両働 辞/両 働 動 詞),⑥ ・6mHnr.(普働 辞
/普動 詞)。 さ ら に ⑦noMoraTenbHbltir.(助働 辞)が あ る。rnaronはま た 次
の7種 に 分 け う る:①nllgHbltir.(係人 動 静),②6e3nuqHblnr.(不係 人 動 辞
/不 係 人 動 詞),③npaBHnbHLItir.(同転 勤 辞),④HenpaBllnbHbltir.(不同 転
勤 辞/不 同 転 動 詞),⑤nonHblnr.(満 備 動 辞),⑥HenonHblnr.(不足 動 辞/
不 備 動 詞),⑦H36HnyKOiimllr.(多時 動 辞/多 時 動 詞)。rnaronはHaK-
nOHeHlle(布置 法),nMue(爾 我 彼/三 名),9Hcno(単 複),pon(種 類)お よ
びBpeMA(時 世)に よ っ て 転 移 し;これ をcnPfl>KeHlle(運用 法))と い う 。
HaKJIoHeHHeには 次 の4法 が あ る:①H.H3sHBIITenbHoe(直説 法),②H.coc-
naraTenbHoe(承起 法),③H.noBenHTenbHoe(使令 法),④H.HeonpeneneH-
Hoe(不 定 法/不 眠 法)。 ∬HUeは①nepBoen.(第一 名/第 一 人 称),②BTopoe
n.(第二 名),③TpeTben.(第 三 名)の3つ 。BpeM兄は 〈現 世 ・過 去 ・未 来 〉
を い う が,動 詞 に よ っ て は 最 大 で8時 世 に わ た っ て 転 ず る:①HaCTOfilllee
B.(現在),②npomenmeeHeonpeneneHHoeB.(過去 不 定),③npomenmee
coBepl11eHHoeB.(過去/全 過 去),④llpomenmeeonHoKpaTHoeB.(過去 一 回
時),⑤npomenmeeHeonHoKpaTHoeB.(過 去 数 回 時),⑥6ynymeeHe・
onpenelleHHoeB.(未来 不 定),⑦6ynyllleeonHoKpaTHoeB.(未来 一 回 時),⑧
6ynymeecoBepmeHHoeB.(未来)。 さ ら に 次 の2つ も有 す る と い う:⑨
npolllenmeeHeoKoHgaHHoeB.(過去 不 成),⑩naBHonpomenmeeB.(大 過
去)。
npmacTHeはneeHpHgacTvae(切断 分 動 辞/切 断 分 動 詞)も 有 し,一 名 を
ycegeHHoenpHgacTHeとい う。.
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CHHTaKCHCには36ヶ条 に亘 り文章 について例 をあげつ つ説 く。 その19に
い う。cTpogHble3HaKH(棟飾)に 次の8標 が あ る:①3allHTafl(分点),②
ToqKac3arlHToti(半節点),③nBoeToglle(重点),④TogKa(畢点),⑤
BonpocHTeJlbHort3HaK(問点),⑥YnllBHTenbHota3HaK(奇異点/奇異標),⑦
BMecTHTenbHoti3HaK(爽間点/爽間標),⑧3aHMMaTenbHota3HaK(仮用標)。
以上 の うちい くつかの文法用語 はその後 に引 きつがれてゆ くこ とにな る。
文 法学 の発達 に よって,と くに動詞 にかかわる用語等では直線的 に後世 につ
づ くわけではないが,大 勢 としての傾 向はほぼ かわ りがない。む ろん これ ら
の淵源は 『文 法規範 』翻訳時 に馬場 によって導入 された蘭文法の用語 にあ る
が,ロ シア文 法独特 の用語 についてはロシア語術語 その ものか ら訳出 されな
ければな かった こともまた事実 であ る。 『文法規範 』以降今 日迄 どの ような
文 法用語が用い られたかを知 るため に,1813年(文化10)『文法規範』,1887
年(明 治20)文部 省 『露和字彙』 初版,1903年(明治36)同再版,1898年
(明治31)グ レーボ ブ 『露西亜文 法』初版,1916年(大正5)八 杉 貞利r露
西亜語学階梯』初版,1953年(昭和28)八杉 貞利 ・木村彰一 『ロシヤ文法』
について,そ の中にあ らわれる文 法用語 の対照表 を付す(本 稿末別表参照)。
『露和字 彙』初版 が江 戸時代的であ るこ と,グ レーボブ と八杉 の文 法書が近
い こと等がただちに理解 されるであろ う。
さ らに ゴロヴ二一ンが 〈語詞連続法 〉の中で述べ たふ たつの事柄 に注意 を
喚起 してお く。 第一 は詩 の文章 が通常 の文章 とこ となっているこ とを再三述
べ る。そ して ここにデルジ ャーヴ ィソ とロモノーソフの詩が用例 として掲げ
られ,馬 場 に よって訳があたえ られる。 これはわが国への最初の ロシア文学
紹介 とな った穿58)第二は,外 国人 がロシア語 を学習 する場合 の戒め として,
初めには と くに書籍 を読 むべ きことを説 く。書簡 な どは省略 が多 く,正 しい
文法にかな った書籍 での学習に よって,外 国人 は文法の実体 を解 するに至 る
とす る。 この意見は,か つて馬場 が露語学 習につき要路 におこな った提言 と
も一致す るところであ った。 そ して,ゴ ロヴニーソは馬場 らの優秀 さを褒め
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たたえ,文 法学習の次になすべきは,多読 と慣れであることを助言 し,次の
ような例文すらr文法規範』巻六中にのせるほ どであった。(文字の大小を
訂正 し,一部体裁を変更 した。)
EcJIH6HrocnonaTecKe,Ba6a,CaHaH蕗HBexaparo以ano}KHnHMe)Kny
PYcKHMH,TooHll3HaJlll6blPYcKotiA3blKcoBepllleHHo.貞助,馬 場,左
内,上 原等ノ諸君ハ数年間魯西亜ニアルナラハ,彼 等ハ魯西亜語ヲ悉ク
知ルナラン。
馬場は 『文法規範』訳出より先に,手許の語彙集の検討 と訂正増補を行な
ったことがゴロヴニーンの手記に見えるぱ59)具体的な書名は不詳であるが,
光太夫によって伝えられたロシア語語彙のまとめ も当然含まれていたにちが
いない。今 日 『魯語』注60)として,『文法規範』 とともに伝わる語彙集は,そ
の編者が明記されてはいないが,馬場を編者 と擬 してよかろうと思われる。
『魯語』は1巻1冊 本で,分類別和魯語彙集 とも称すべきものであるが,末
に 〈成語〉 として短文あるいは熟語も載せている。最大の特徴は,こ れまで
の語彙集がロシア語を仮名書きするのに対 し,本書はロシア文字で綴る点で
ある。対応の 日本語 も,従来のような口語によらず,い わば文語系の語彙を
あて,さ らに若干の唐話語注61)を含んでいる。語彙数は1240余,成語などの
短文数は216となっている。成立時は未詳であるが,お そ らく文化10年
(1813)春であろう。本来の成立にはタチーシチェフ 『仏魯辞典』がかかわ
っている。 また次のような文法用語 が本書に含 まれている点 も注意 せよ
(cf.『文法規範』。順不同で掲げる)。
属名詞 数辞 属用辞 冠辞 接語辞 代名辞 動辞 復 中 陽 陰
比較ノ
なお後の高橋景保編 『亜欧語鼎』注62)(文政6年 ・1823吉雄宜再訂正)は
漢 ・満 ・蘭 ・露の部門分対照語彙集であるが,は じめ馬場の協力をえて編纂
された とされ,巻 一にのみロシア語がロシア文字で書 き込まれており,これ
は馬場によると推定されている(本 書には若干の英語も含まれる)。馬場の
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死(文 政5年 ・1822)によ り,そ の天文 台での後任 の吉雄 に よって再校 さ
れたが稿本 のままでおわった とみ られる。
馬 場が ゴロヴ ニーン に就 いて ロシア語 を学 んだの はわず か6ヶ 月で あ っ
た力淳…63)彼は 『文法規範 』訳 出 と相前後 して,主 にムール の助言 をえて,種
痘書 の翻訳 をこころみ た。原本 は中川五 郎治注64)がシベ リアか ら持 ち帰 った
もので,書 名 は次 の通 りである。
Cnoco6H36aBllTbcflcoBepllleHHooTocneHHo厳3apa3ちIuocpe且cTBoM
Bceo6111aronpHIBHBaHufiKopoBbetiocnsl.CogllHeHHeMeAvaKo-diHnaH-
TponHqecKaroIくoMHTeTa.[…]Cn6.,1803.
馬場 は村上 貞助 より一 日これを示 され,借 りうけ て謄写 した もの をムール に
示 して教 えを乞 うたが,学 習の 日が浅 くことごとくは理解で きず にいた。 し
か しゴロヴ二一 ン帰 国時 までほ ぼ大意 を得 た とい う。 その後 紆余 曲折 をへ
て,文 政3年(1820)『遁花秘 訣』注65)として訳了 した。本書 は さ らに安政2
年(1855)に利 光仙庵 に よって 『魯西亜牛痘全書』注66)と名づけ られて出版
され,お おいに世 を稗益 した。
馬場 はまた光太夫将来 の 『露 国国民学校用算術入門書』の訳 出に もかかわ
ったであ ろ う(後 述)。か くして,馬 場 がゴロヴニーソ に出会 うことに よっ
て,わ が国の ロシア語研究 の水準 は,学 術書 の翻訳 に着手 できるほ どの高み
に,短 期 日に到達 した。
4足 立左内
馬場が若年のゆえにその補佐役 として松前に同道 した足立左内は,麻 田剛
立門下の暦学家であり,寛政改暦時に天文方に徴された人物であった力苧67)
松前派遣までにおそらく光太夫からロシア文字の知識は与えられていたであ
ろう(足立はこの時45歳)。足立 もまたゴロヴニーンらにロシア語 を学ぶこ
とになるが,そ の主たる興味はやはり理 ・数 ・天文の学にあった。この時期
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に光太夫将来のいわゆるr露 国国民学校用算術入門書』(第1部)を 馬場 と
ともに 『算学釈語』(一名 『魯西亜国算学手引草』注68))として訳出 した。お
そらく足立は主に数学的な事柄にかかわ り,全体 として馬場が語学的にかか
わったとみられる(その原本の名は上に述べた)。
この松前派遣では,足立がロシア語辞書に関しておもだって幕府への復命
の責務を負わされていたらしく,ゴロヴニーンからタチーシチ ェフの仏魯辞
典を譲 りうけてもち帰 り,これによってロシア語辞書を著 し,上呈 した とさ
れている。「天文方代々記」注69)の〈足立左内〉の項に次のようにある。
同[文 化]十 発酉年正月三 日松前衰え罷越,彼 地に罷在候魯西亜人え対
談,彼 国言語文字稽古可仕旨,堀 田摂津守殿御書付を以被仰渡候旨,高
橋作左衛門申渡。同月八 日松前衰え罷越候に付,拝 領物被仰付旨,於焼
火之間堀 田摂津守殿被御渡,白 銀拾枚頂戴仕。[中略]同 年五月廿九 日
於松前在留魯西亜人彼国之辞書所持致候由,見合にも相成候品 ど 相聞
[ママ]
候間,相 対にて為貰請相応之返遣候様,御 書付を以被御渡候旨,松前奉
行服部備後守申渡候に付,右 書籍貰請帰府之後差上。同年十二月九日右
御用済帰府仕候処,同 月廿八日於松前骨折候に付,拝 領物被仰特旨,於
焼火之間植村駿河守殿被仰渡,白 銀拾枚頂戴仕即帰府。後右魯西亜辞書
取調御用掛被仰付,相 勤罷在候処,[中略]同 年[文 政七年]閏 八月廿
六日魯西亜文字書著述仕差上候処,同 年九月十九日右書籍差上候に付,
拝領物被仰付 旨,邸腸之間植村駿河守殿被仰渡,白 銀五枚頂戴仕。[中
略]天 保六乙末年八月十八日魯西亜辞書編輯仕差上候処,同 年十一月九
日魯西亜字書編集仕差上候に付,拝領物被仰付旨,於脚躍之間永井肥前
守殿被仰渡,白 銀拾五枚頂戴仕。[後略]
文政7年(1824)の魯西亜文字書 とは 『魯西亜国字反切音訳』注70)であろう。
天保6年(1835)の魯西亜辞(字)書 が問題の辞書であり,足立の墓碑銘
中にも〈進呈所著魯西亜国辞書若干巻〉とあるが,伝存することを知 らない。
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5村 上貞助
ある意味でゴロヴ二一ンとムールからもっとも薫陶をうけたのは,村上貞
助であった。前述 したように,村 上はわが研究史上重要な人物の一人であ
る。この人物の伝記については従来多 くの点が不明であったが,近年谷沢尚
一氏によって種 々の解決をみた誉71)よって村上の伝記については谷沢氏の論
文に就かれたい。ここではゴロヴ二一ンの 『幽囚記』から知 られる村上像を
中心 として記述を進める。
村上がゴロヴ二一ンに出会 うのは文化8年10月18日(露暦1811年11月21
日)であ り,松前奉行所の意向にそって,そ の直後からゴロヴ二一ンとムー
ルー 主にムールか注72)一についてロシア語 を習い始める。松前奉行所は
幕府の出先機関 として,ロ シア側の書類を正確に翻訳する必要を痛感 し,独
自に上原 と村上をして露語通詞に育成 しようと企てていた。上原はクリール
語通詞であ り,その関係か らロシア語の若干を解 したようで,村 上はゴロヴ
二一ソらにつ く以前,上 原からロシア語の発音や単語を教授されていた。当
時ゴロヴ二一ソは村上を25歳位の青年 と見たが,実 際は32歳であ り,松前
奉行所の同心であった。村上は記憶力にす ぐれ学習の初 日からゴロヴニーソ
らを驚かせ,短 期間でロシア語に上達 したようである。学習開始の1・2ヶ
月後には,す でに翻訳があった とはいえ,ゴ ロヴニーンらの助けをえて熊次
郎 とともにフヴォス トフ文書の銅板の文字苧73)ラクスマン配下の一水兵の墓
誌注74),レザノブの国書等につき再翻訳や点検を行なっている。文化8年 末
の馬場による露文書簡翻訳に際 して発せられた馬場のゴロヴニーンらへの単
語質問状 も,村 上 はゴロヴニー ンの も とで間近 に見 ていた。文化9年
(1812)7月(わが6月)村 上は奉行の交代に ともない一旦江戸に帰府 し,
この間不完全 とはいえロシア語でゴロヴ二一ソらに手紙を書いている。翌文
化10年(1813)1月,江戸の会所詰 となっていた村上は,再 び松前奉行支
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配調役下役 となって,新任奉行のもとに足立左内 ・馬場佐十郎 らとともに松
前に戻って来た り,以後ゴロヴ二一ンの帰国迄種 々活躍することになる穿75)
村上のゴロヴ二一ソらへの就学は,馬 場よりも1年4ヶ 月程先んじていた。
彼はゴロヴニーソやムール膝下の好環境でロシア語に早 く親 しんだ力準76)村
上はいわば通訳官 として終始 したようで,熊 次郎ともども主に通訳および露
文書類の翻訳に精力的に従事 した。文化10年(1813)10月ゴロヴニーン釈
放時での リコル ドとの会見において村上は明瞭なロシア語で通訳を行ない,
馬場よりもロシア語の会話力を有 していた。 リコル ドは村上を 〈首席通詞〉
と呼び,熊次郎を 〈次席通詞〉 と呼んでいた。ただ研究史上注目すべきは,
文化9年(1812)6月(わが5月)に 提出されたいわゆる 「モールの陳情
書」を不完全ながらも村上がただちに翻訳 していることである。意訳はすで
に熊次郎によってなされていたが,これは村上がゴロヴ二一ソらに就いてか
らわずか約8ヶ 月後であった。ただ し翻訳には相当苦心 した らしく,朱注
・分注を多用 し一一例えばことばに関するもの として,俗諺 〈フラ ・クワサ
コラソチ[npaBnarna3aKo鵬T.]誠ハ眼ヲ突〉につき真意を探る一,
ムールの口頭による説明にもかなりたよった様子もうかがえる。さらに注 目
すべきは,一 谷沢氏の論文によると一 この翻訳文の付記に余篇と称する
抄訳書が添えられてあったことである。注によれば,ど うやら内容はロシア
兵士の書簡 らしく,しかもロシア刊本より採られたものらしい(こ の抄訳書
は筆者未見注77))。いずれにせよこれが事実 とすれば,江 戸において馬場は
文化5年(1808)冬か ら光太夫 にロシア語 を伝授され,文 化8年(1811)
10月にゴロヴニーソ宛 リコル ド書簡の翻訳をせまられるという流れ とは別
に,松 前において文化8年10月に村上がゴロヴニーソとムールにロシア語
を学び始め,翌9年 にはその村上によって書籍からロシア語が和訳されて
いたことになり,特筆に価する。
なおここに村上のロシア語和解の方法を暗示する一資料がある。津軽家文
書中に伝存する 「公儀御役人宛ヲロシヤのカピタンより来 る書」注78)は,2通
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の うち少なくとも1通 が上原熊次郎によってゴロヴニーンとムールの助け
をえて翻訳されたことが知られる。そこではまず初めに薄様の紙にロシア語
が原文通 り横書きに謄写されてあ り,ついで縦書 きにロシア語右脇に片仮名
による読みが,さ らに同左脇にそのロシア語の意味が漢字仮名まじりに書か
れている。ただ概 して後者には助詞の類が欠落 している。これはすなわち馬
場 と同 じいわゆる 〈廻環逆読〉の方法に従 って和訳 していたことを示す。熊
次郎 と村上がペアで動いていたことを考えると,おそらく村上 もこの方式に
従っていたであろうと想像できる。ただ村上個人については他資料の精査に
よってさらなる追求が必要であるが,し か しここでは,村上貞助 ・上原熊次
郎の和解は,当 時の蘭学者らに共通 していた 〈廻環逆読〉の方式に従って行
なわれていたもようであると述べておきたい。
村上もまた学習の最初期にゴロヴニーンらの許で種々の語彙集の検討を行
なっている。『幽囚記』にこうある亭79)
新任通詞の貞助は,ロ シア語を教へてやるといふ承諾を得ると,早速い
ろいろな書類を一杯詰め込んだ,函 を持ってやつて来た。その函にはロ
シヤに行って来た日本人たちの作った古い辞書類や,そ れらの日本人が
ロシヤのことや,日 本国外で見聞 したことについて 日本政府に提出した
報告書などが入ってゐた。貞助 と共に,医者の東江 と,通詞の熊次郎 も
通って来た。[後略]
これらの く辞書類〉 と馬場がのちにゴロヴニーソの もとに持ち込んだ 〈これ
まで集録 してあつたあらゆる露語辞典〉との異同はいま詳にすることはでき
ないが,村 上の持ち込んだ く辞書類〉中にはおそらくは地元の松前奉行所に
あった語彙集類 も含まれていたであろう。 これらの語彙集 とも関係を明らか
に しえないが,今 日伝わるいわゆるr霞薗ゴロウニソロ述露語控』注80)に村上
は関与 していると考える。
村上はもとより蝦夷関係の専門家であったが,の ち上司の勧めによって文
政6年(1823)『蝦夷生計図説』注81)を著す。 これはアイヌの風俗 ・文化を後
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世 に伝 え る貴重 な文 献 として,師 の村 上 島之允 『蝦夷 島奇観』(寛 政11年
・1799)と双壁 をなす著作 とされる菩82)
6上 原熊次郎
上原熊次郎注83)もまたわが国アイヌ語学の鼻祖 と後世仰がれることになる
人物であるが,当 時は松前奉行所の地役雇であった。ゴロヴニーンらとは初
めクリール語通詞 として接触する(文 化8年(1811)8月(わが7月)。こ
の時医者の東江(上 述)も 同行 した)。だがのちに,松 前奉行所の方針によ
って村上貞助 とともにゴロヴ二一ン らについてロシア語を学習することにな
る(前 述)。クリール語通詞の性質上,熊 次郎自身若干のロシア語知識を以
前よりもっていた らしく,ゴロヴ二一ン就学以前の村上にもその一端を伝授
した らしいが,誤 りが多かったもようで,さ らにゴロヴニーソらの許での学
習も年齢等の条件もあってはかばか しくはなかった一 ゴロヴニーンの記述
を見よ一 が,村 上とともに,ゴ ロヴニーン事件にかかわるロシア語書類の
翻訳に従事 した。(事件初期には相手方のクリール通詞アレクセイを介 して
のロシア語からの意訳 をかなり行なった。)のち,日 本語 ・アイヌ語の対訳
語彙集であるr蝦夷語義』(安政元年 ・1854刊)を著 し,その巻頭に 「附録
魯西亜言語集」を付載 した。 これは部門別の 日露対訳単語集であ り,140語
ほどの単語がかな書きで示され,さ らにその末にロシア語のアルファベッ ト
が掲げられている。
7む すびに
以上みてきたように,研究史の最初期には,強 い外的状況による要請 とは
いえ,馬 場 ・村上 らはこれによくこたえて,〈学〉 と く術〉を一挙に花開か
せたと評することができるであろう。この後,時 は幕末に至 り,橘耕斎や志
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賀楠太郎,さ らに遣魯留学生たち,そ してゴシケーヴィチやニコライへ と筆
を進めなければならない。それ らについては研究史の第2期 に属するもの
と して,別 稿に譲 る こととす る。
注
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innichtslawischenLtindern,SchriftenderBalkanokommission,LinguistischeAb・
teilungXXX,Wien,1985.語学 書 ・辞 書 に つ き次 を見 よ:松 村 明 〈幕 末 期 ロ シ ア
語 学 書 につ い て の 覚 書 〉 「文 学 ・語 学 」 第33号 昭 和39年6月;中 村 喜 和 〈日本 に
お け る ロ シ ア語 辞 書 の 歴 史一 江 戸 時 代 か ら1945年まで一 〉 「ロ シア 語 の 辞 書 」(「窓 」
別 冊)1980年3月 。 蘭 語 学 ・国 語 学 の 側 か らは 次 を見 よ:古 河 十 二 郎 〈24魯 西
亜 語 研 究 の 鳴 矢 〉 ～ 〈27魯 西 亜 海 軍 提 督 プ ウ チ ャチ ン の渡 来 と魯 語 の研 究 〉 『長
崎 洋 学 史 』 上 巻 長 崎 学 会 昭 和41年;杉 本 つ とむ 〈魯 西 亜 語 学 事 始 〉 『外 国 語 と
日本 語 』 桜 楓 社 昭 和55年.ま た 次 も参 照 せ よ,た だ し前三 者 は 批 判 的 に利 用 す る
必 要 が あ る:大 槻 如 電 『新 撰 洋学 年 表 』柏 林 社 書 店 昭 和2年(再 版 昭和38年);
佐藤 栄 七 『日本 洋 学 編 年 史 』 錦正 社 昭 和40年;安 藤 次 郎 『和 魯 年 表 稿 本 』 昭 和7
年;秋 月俊 幸 『日本 北 辺 関係 旧記 目録 』 北 海 道 大 学 附 属 図書 館1990年.
2オ ラン ダか らの最 新 の情 報 に よ る と 『商 館 日記 』1792年(寛政4)6月12日 の 条
に,ロ シ ア 語 で 書 か れ た8葉 の 紙 と7枚 の 書 簡 が 通 詞 に よ って 商 館 長 に示 され,翻
訳 を 求 め られ た が,館 員 の だ れ も ロ シ ア語 が で きず に 断 わ っ た,と の 記 事 が あ る と
い う。幕 府 に お い て は これ よ りも か な り以前 か らロ シ ア 語学 習 の 必 要 性 に せ ま られ
て い た もの とみ うけ られ る。 注4,5参 照 。
3ロ シ ア に お け る最 初 期 の 日本 人 と して,17世 紀 は じめ に殉 教 した イ ル マ ン が い る
とい う:中 村 喜 和 〈モkコ ー ヴ ィヤ の 日本 人 〉 「ス ラ ヴ 研 究 」 別 冊26,1980年.な
お漂 流 民 デ ンベ イ 以下 に つ い て は別 稿 に譲 る。
4『 長 崎 洋 学 史 』 上 巻p.115.
5同 上 書pp.124-125,194-195.
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6伝 記については次を参照:亀 井高孝 『大黒屋光太夫』吉川弘文館 昭和45年(第
3刷 平成4年)。語学的問題については:新 村 出 〈伊勢漂民の事蹟〉『新村出選
集』第2巻 養徳社 昭和20年(『新村出全集』第6巻 筑摩書房 昭和48年 再
録)。大黒屋光太夫に関する研究史については次を見よ。ただ し未完である:林
基 〈大黒昼光大夫研究史試稲臼～⑳〉「窓」77～80号,1991年6月～1992年3月.
次は写真資料集である=『あけぼの』大黒屋光太夫顕彰会(鈴 鹿市)平 成5年.文
献を中心 とした個別研究として次は必見である:亀 井高孝r光 太夫の悲恋』吉川弘
文館 昭和42年.
7『 北瑳聞略』の本文 とその研究については次を見よ:亀 井高孝編 『北桂闇路』三
秀舎 昭和12年(吉川弘文館 再版 昭和14年,第2刷 昭和40年,第3刷 平
成1年);桂 川歯周 「北桂闇路」r日本庶民生活史料集成』第5巻 三一書房
1968年;杉本つ とむ編著 『北磋閉路』早稲田大学出版部1993年。ロシア語訳 と
注は:B.M.KoHcTaHTHHoB,KpaTKHeBecTvaocKHTaHllslxBceBepHblxBonax(《《XoKy-
caMoHpflKy》)),M.,1978.次は前記ロシア語訳注を利用 し,独自の研究も加味 した
高野 明の注を有する:岩波文庫 『北桂閉路』1990年.
8大 黒屋に出生,亀 屋へ養子説は,地 元の草分け的研究家山 口喜兵衛(1897-
1992)の説を亀井高孝が承けて,こ れ迄定説であった(『大黒屋光太夫』r光太夫の
悲恋』参照)。しか し最近の研究ではその逆,す なわち亀屋に出生,大 黒屋へ養子
の説が有力であるという。次の論文を見よ:仲見秀雄 〈遭難以前の大黒屋光太夫〉
「三重の古文化」第71号 平成6年3月 。さらに次 も見 よ:仲見秀雄 〈一見諌右衛
門 と船頭光太夫〉「三重の古文化」平成9年6月 。
9以 下 『北磋闇路』の記述に従って暦 日を示す。暦の日付についての問題は次を見
よ:木 崎良平 『光太夫 とラクスマン』刀水書房1992年:中村喜和 〈『北桂闇路』
における日付の構造その他一 大黒屋光太夫はいつ女帝エカテリーナ二世に謁 した
か〉「一橋論叢」第112巻第3号 平成6年9月 号。
10以 下ロシアにあっては露暦による。
11か っこ内はわが国の陰暦による。
12梅 陰については次を見よ:『大黒屋光太夫』中 〈22大黒梅陰のこと〉;亀井 孝
〈まぼろしの大黒梅陰〉「日本歴史」No.499吉川弘文館1989年12月。また安井
息軒撰文の墓碑銘を見よ(『新村出選集』第2巻p.258掲載)。
13仲 見秀雄 〈大黒屋光太夫 らの帰郷文書〉「三重の古文化」第58号 昭和62年12月。
14亀 井高孝 『北磋聞賭』(初版)〈解説>pp.26-32;『大黒屋光太夫』pp.193-195.
また次を見よ:岩井憲幸 〈ゲッチソゲン大学蔵大黒屋光太夫筆 日本図について一
書誌学的 ・文献学的一研究一 〉「明治大学教養論集」通巻269号1994年12月.
15新 村出〈伊勢漂民の事蹟〉。内容の具体的検討については次を見よ:吉町義雄 〈露
都創刊欽定万国奇話の日本語〉『北秋和語考』笠間書院 昭和52年;村山七郎 くパ
ラス(P.S.Pallas)編「欽定全世界言語比較辞典」の 日本語について〉『漂流民の
言語』吉川弘文館 昭和40年.
16奥 平武彦 〈ギヨッチンゲン大学図書館の 日露関係文書〉「満鉄各図書館報 替着」
第45号,昭和7年(1932)12月10日。アッシュとその文庫については次を見 よ:
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伊藤恵子〈アッシュ ・コレクションの背景(」⇒㊦〉「窓」85,86号,1996年6月,9月;
同 〈ドイツ資料から見た大黒屋光太夫一 アッシュ ・コレクションの背景一 〉「比
較文学研究」65,東大比較文学会1997年7月。
17以 下ロシア語の書名等旧正字法によるものは新正字法に従 って表示 し,引用す
る。
18『大黒屋光太夫』の 〈19将来品について〉を参照せよ。なお伊勢若松緑芳寺所
蔵のいわゆる 「魯西亜国文字」については次を見よ:新 村出 〈伊勢漂民の事蹟〉の
〈附説〉;岩井憲幸 〈伊勢若松緑芳寺蔵 大黒屋光太夫遺物 「箴言」について〉「窓」
78号1991年10月.
19失 なわれた地 図については:岩 井憲幸 〈幻の光太夫将来 日本図〉「窓」97号
1996年6月.
20早 稲田大学図書館所蔵。次を見よ:高野 明 〈大黒屋光太夫遺物r露 国国民学校
用算術入門書』をめ ぐって〉「早稲田大学図書館紀要」第3号 昭和36年12月;同
『日本とロシア』pp.110-132.
21鷹 見本雄氏所蔵。原本は逸 し,鷹見泉石による精写本1本 のみが伝存する。参
照:岩 井憲幸 〈鷹見泉石旧蔵ロシア語関係資料若干にっいての覚書〉(「泉石」1号
古河歴史博物館1990年)pp.4-7.
22国 立公文書館内閣文庫所蔵の1本(お そらくは将軍への上呈本とみられる。重要
文化財)に 附載する。 これらの原図は散逸。なおこれらのロシア図については次を
参照せよ:船越昭生 『鎖国日本にきた 「康煕図」の地理学史的研究』法政大学出版
局1986年。
23足 立のロシア文字については:岩井憲幸 〈天保年間に書きしるされたロシアの諺
となぞなぞ〉「窓」67号1988年12月;同〈鷹見泉石旧蔵ロシア語関係資料若干に
ついての覚書>pp.8-9.
24〈鷹見泉石旧蔵…>pp.10-11.
25『北桂聞略』〈解説>pp.52-53;『大黒屋光太夫』p.250。次 も見よ:岩井憲幸 〈「皇
朝輿地全図」 と 『日本誌』所収日本図について一原図を求めて一〉「明治大学教養
論集」通巻280号1995年9月。『日本誌』については:高 野 明 〈ロシヤ最初の
日本関係文献考〉「日本ロシヤ文学会会報」第7号,1964年。
26船 越上掲書;同 〈こだまする地図〉「史窓」53号 平成8年3月;吉 田厚子 〈大
槻玄沢の蝦夷地御用と北方研究〉「洋学」2号1994年4月。
27市 立函館図書館所蔵。翻刻 と研究は:村 山七郎 〈加藤肩吾著 「魯西亜実記」(魯
西亜紀聞)の 文献学的研究〉「順天堂大学体育学部紀要」第10号1967年12月。伝
記については:谷 沢尚一 〈加藤肩吾おぼえ書〉「伝記」第五輯 汲古書院 昭和56
年9月 。
28天 理図書館所蔵。影印は:河 合忠信編校 『魯西亜語類』昭和60年。翻刻は=石 川
真弘 ・大内田貞郎 ・金子和正 ・河合忠信 ・木村三四吾 〈魯西亜語類〉「ビブリア」
第45号 昭和46年6月。次も参照:木 崎良平 〈日露交渉史余録(そ の六)〉のうち
〈『魯西亜語類』の特色〉「立正史学」第49号,1981年3月;同くラクスマンの根室
滞在〉「根室市博物館準備室紀要」第2号1988年3月;岩 井憲幸 く天理図書館蔵
'
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『魯西亜語類』について一 その写本系統上の位置と特徴
通巻247号1992年3月。
鷹見本雄氏所蔵。〈鷹見泉石旧蔵…>pp,2-4.
〉「明治大学教養論集」
29
30早 稲田大学図書館所蔵。外題に 〈幸太夫魯西亜語覚書〉 とあって光太夫 自筆 とさ
れてきたが自筆本ではない。次を見よ:岩井憲幸 〈『魯西亜語覚書』について〉「早
稲田大学図書館紀要」第17号 昭和51年3月。
31寛 政5年 序 。国会図書館等所蔵。翻刻は:大 友喜作編r北 門叢書』第6冊
1944年。
32寛 政5年 成立。次を参照せよ:海 野一隆 〈異本の多い 「漂民御覧之記」〉"PI-
NUS"第32号雄松堂書店1991年12月。翻刻は:r通航一覧』第8冊 大正2
年。影印と露訳が次の中に存する:B.M.KoHcTaHTHHoB,OpocHflKoKYcyllMynaH
(CHbloPoccHH).M.,1961.
33国 立公文書館内閣文庫所蔵。部門別露和語彙集。なお中奥の 『備忘雑抄』にはロ
シア文字が書かれている。さらに後述の 『惜字帳』も見よ(注74参照)。
34国 立公文書館内閣文庫所蔵。影印と解説:亀 井高孝 ・村山七郎編著r魯 西亜文字
集』吉川弘文館 昭和42年。源有の何者かは未詳だが,亀井高孝は今井元安と比定
する。
35国 立公文書館内閣文庫所蔵。影印,解説,翻 刻は:亀井高孝 ・村山七郎 ・中村喜
和編著 『魯西亜辮語』近藤出版社 昭和47年。
36国 立公文書館内閣文庫所蔵。
37早 稲田大学図書館所蔵市川岳山画諸家賛 「芝蘭堂新元会図」中に光太夫の肖像 と
ともにみえる。なおこのロシア語単語については次を見よ:村 山七郎 〈大黒屋光太
夫の言語学上の功績〉(『北桂聞賭』第2刷 所収)p.17;岩井憲幸 く大黒屋光太夫
書蹟資料一覧一附参考写真一〉(「明治大学教養論集」通巻292号1996年9月)
PP.94-95.
38r光太夫の悲恋』中館2部 〈4鷹 見泉石 と光太夫〉を見よ。
39杉 本つ とむ他 『環海異聞 本文 と研究』八坂書房1986年。
40静 嘉堂文庫所蔵。成立年未詳。
41『大黒屋光太夫』pp.198-199.また次を見よ=上 掲 〈大黒屋光太夫書蹟資料一
覧〉。
42酒 井憲二 〈光大夫談話の伴信友筆記〉「東洋文庫善報」第23号1991年。 これに
関 し次を参照せよ:亀 井 孝 〈晩年の光太夫の横顔〉「日本歴史」第538号1993
年3月 号。
43こ の紙本の賀詞は軸装されて市立函館図書館に所蔵。おそらく光太夫の自筆であ
ろう。
44光 太夫のロシア語については次を見よ:『大黒屋光太夫』中 〈16ロシア語の造
詣〉;上掲 〈大黒屋光太夫の言語学上の功績〉。その 日本語については:村 山七郎
〈V肛.大黒屋光太夫の日本語資料一18世紀後半の伊勢方言一〉『漂流民の言語』。ロ
シア文字による日本語表記等の問題については:岩 井憲幸 〈大黒屋光太夫書蹟資料
の語学的側面〉「明治大学人文科学研究所紀要」第40冊1996年。光太夫の書物へ
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の書 き込み等の問題については:『光太夫の悲恋』中 〈第1部 レニングラー ドに
のこる光太夫の遺筆から〉;岩井上掲2論 文。いわゆる 〈ソフィアの歌〉について
は:『大黒屋光太夫』pp.211-218;中村喜和 〈あるロシア歌謡の歴史一 いわゆる
「ソフィアの歌」について〉「言語文化」3号1966年。
45伝 記については次を見よ=新村出 〈馬場貞由〉(〈訳者略歴〉)『厚生新編』厚生新
編刊行会 静岡 昭和12年;伊吹山一草亭 〈馬場佐十郎の系譜〉「書物展望」第13
巻第9号 昭和18年9月号;「御留守居組馬場佐十郎親類書遠類書」(慶応3年);
佐藤 坦撰文墓誌銘(『事実文編 第三』明治44年所収)。語学者 ・蘭学者 としては
次を参照せよ:勝俣詮吉郎 〈語学の逸才馬場佐十郎〉「新小説」第31年第7号 大
正15年7月;杉本つとむ 〈第1編 第5章 馬場佐十郎〉『江戸時代 蘭語学の成立
とその展開]V－ 蘭語研究における人的要素に関する研究一 』早稲田大学出版部
昭和56年。また蘭学におけるロシア語学に関して次も見よ:杉本つとむ 〈第2章 第
3節 馬場佐十郎 とロシア語および英語の研究〉『江戸時代 蘭語学の成立 とその
展開1-一長 崎通詞による蘭語の学習 とその研究一 』早稲田大学出版部 昭和51
年。
46ゴ ロヴニーンは帰国後次の書を著 した:B.rolloBHHH,3anHcKHabnoTaKallMTaHa
ronoBHmHaonpmKJIK)qeHllEXeroBnneHyy牙noHUeBBI811,1812Hl813roぷax.C
npHo6111eHHeM3aMeqaH随erooHnoHcKoMrocynapcTBeHHapoロe.9.1一皿.,Cn6.,
1816.またリコル ドは次の書を著 した:n.PHKopn,3a皿cKHφ皿oTaKanHTaHa
PHKopnaorviaBaHHHeroKHnoHcKHM6eperaMB1812111813roロaxHocHoiueHHsvc
erocflnoHllaMH.Cn6.,1816.これらはあわせて3度 邦訳されており,第1は 馬場
自身 らによってオランダ語から重訳された:馬 場貞由 ・杉田立脚 ・青地林宗等訳,
高橋景保校 『遭厄 日本紀事』文政8年(1825)序。これは上記2書 の完訳ではな
く,また馬場 も病残のゆえに第3巻 まで しか訳さず,残 りは後2老 らにひきつがれ
た。第2は ロシア語から馬場らの本を参考にして訳された。ただ し原注なし:大 日
本帝国海軍軍令部第二局訳述 『劉竪Z=畜三ン日本幽囚実記』明治27年。第3はロシ
ア語からの完訳である。ゴロヴ二一ンの本は初版を参照 しつつ1851年のグレッチに
よる第2版 に依っている:井上 満訳 『日本幽囚記』上 ・中 ・下 岩波文庫 昭和
21年。版種 と各国語訳については井上訳上巻 〈解説〉および次を見よ:吉 町義雄
〈Golovninの日本語観一 百二十年前の北海道語資料一一〉『北秋和語考』。本事件
に関する日本側の資料は次を参照されたいが,井上訳注にも多数摘録がある:『通
航一覧 第八』国書刊行会 大正2年 。以下 この章の記述は井上 満訳に従う。
47平 野 満 〈馬場佐十郎のロシア語書簡和解一 ゴロヴニンへ就学以前一 〉「駿
台史学」第89号1993年。また次の注も参照せよ:杉本つとむ 『江戸時代 蘭語学
の成立とその展開V－ 翻訳の方法に関する研究,資 料 ・総索引一 』(早稲田大
学出版部 昭和57年)p.328注163+11.以下は平野論文に従い,次 の 『北辺紀
聞』中の以下の記事に依拠する:馬場佐十郎 〈辛未魯西亜書簡和解(未 十月)〉,同
〈片仮名にて相認候魯西亜文井和解〉,〈正月十五日先達而上置候書簡文字アベセ類
寄之松前表二而異人え通弁認載候書壱冊〉,同〈魯西亜文大意和解 ・魯西亜大意〉〈二
月十八日松前奉行同心上原熊次郎魯西亜書簡通弁書,佐 十郎之為見合御下 ヶ〉,同
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〈魯西亜文和解之儀二付奉申上候書付(申 二月)〉。
48高 橋景保の推挙によるもの らしい:赤 羽壮造 〈馬場佐十郎〉「江戸長崎談叢」第
3号 昭和30年。
49井 上訳本上巻p.371.
50ゴ ロヴ二一ソは注で くトゴ〉と呼ぶが,日 本語の託りをそのまま文字化 したもの
であろう。井上訳は 〈東江〉にあてる。この人物は村山七郎氏に従えば,ラ クスマ
ソ来航時にも活躍 した加藤肩吾であるというが(村 山上掲論文 〈加藤肩吾著 「魯西
亜実記」…>p.132),谷沢尚一氏は 〈雇医師の小林東鴻〉 とする(谷 沢尚一 〈村上
貞助について〉『蝦夷生計図説』 北海道出版企画センター1990年)。
51中 央では高橋景保 と老中堀田摂津守が,松前では前奉行荒尾但馬守,新 奉行服部
備後守 と吟味役高橋三平 らが,ゴ ロヴニーンのもとでのロシア語学習 とロシア語通
詞育成の重要な推進者であった。
52今 日上巻(A-K)は一橋大学古典資料センターに,下巻(L-Z)は静岡県立中央
図書館葵文庫に伝存する。次を参照せよ:中 村喜和 〈館蔵 『仏露字書』綺談>r－
橋大学附属図書館史』昭和50年。
53こ の露訳仏文典は未詳。
54静 嘉堂文庫所蔵。世にr魯語文法規範』と称されるが正 しくは 『文法規範』であ
る。参照:岩 井憲幸 〈いわゆる 『魯語文法規範』について一 その成立 と書名をめ
ぐって一 〉「明治大学教養論集」通巻217号1989年。本書については次を見よ:
杉本つとむ く馬場貞由の肖像一 「魯語文法規範」について一 〉「月刊ことばの宇
宙」1967年4月号;同 上掲書L第3節 〈馬場佐十郎 とロシア語および英語の
研究〉の第1〈『魯語文法規範』の考察(付)『魯語』の考察〉;中村喜和 〈『魯語文
法規範』考〉「一橋論叢」第77巻第3号 昭和52年3月。なお京都大学文学部にも
『魯語』 とともに 『文法規範』の写本があるが,こ れらは新村出の命によって静嘉
堂文庫から大正時代に作製された新写本である。また本書には別の1本 があったよ
うであるが現在その所在は未詳である:伊 吹山一草亭 〈日本最初の露語文典一 馬
場佐十郎について一 〉「月刊ロシヤ」第8巻 第1号 昭和17年1月号。
55文 法用語の問題は上掲の杉本著書と中村論文を見よ。ロシア文法用語は大きく蘭
文法の枠内から考えるべきものであるが,こ の点については次のような詳細な一連
の研究に就かれよ:杉本つ とむ 〈蘭文典にみえる文法用語(訳 語)一 覧〉上掲書V
pp.256-283.とくにpp.268-270.なお次も見 よ:岩井憲幸 〈切断分動辞から副
動詞へー ーロシア文法用語の変遷一 〉「窓」61号1987年6月。
56EHaKaMypa,nepBblepyccKilenogTblyflnoHueB.(HitotsubashiJoumalofArts
andSciences,VoL13No.1,Sep.1972)のp,51注を見よ。また同 上掲 〈『魯語
文法規範』考>p.308も見よ。『文章読本』の第10版(1831年)が一橋大学古典セ
ンターに蔵される。本書は版によって同一語でも綴 りがことなる場合がみられる。
初版には次の リプ リン トがある:HHKonatlKypraHoB,nHcMoBHux,Ja1-reprint,
Wdrzburg1978.
57PoccnticKafirpaMMaTHKaMHxatinanoMoHocoBa.Cn6.,1755.ただし実際の刊年
は1757年。
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58上 掲中村論文 〈nepBblepyccKHenogTbl…〉および次を見よ:中村喜和 〈文化年
間におけるロシア詩の翻訳〉「一橋論叢」第68巻第3号 昭和47年9月;同 〈江戸
時代後期におけるロシア詩の 「受容」〉「ソ連の隣国関係の比較研究」北海道大学ス
ラヴ研究センター1982年。
59井 上訳,中 巻p.137.
60静 嘉堂文庫所蔵。京大本は上述のように新写本である。本書については次を見
よ:中村喜和 く馬場佐十郎 と 「魯語」〉「日本ロシヤ文学会会報」第10号1967年;
上掲杉本論文 〈『魯語文法規範』の考察(付)『魯語』の考察〉;岩井憲幸 〈『魯語』
細見〉「明治大学教養論集」通巻227号1990年。
61馬 場 と唐話語についてはた とえば次を見よ:杉本つとむ上掲書1の 第1編 第2章
第2節 第3〈『蘭語訳撰』の考察〉。
62国 立公文書館内閣文庫所蔵。次を見よ:杉本つとむ上掲書面(昭和53年)の第2
編第3章 第4節 〈高橋景保 『亜欧語鼎』の考察〉。
63『幽囚記』によれば馬場 ・足立の松前来着が1813年(文化10)3月18日(わが2
月28日)。高橋三平の命で熊次郎がゴロヴ二一ソらへ教授方を依頼するが一旦拒否
される。その後3月22・23・24日ごろ馬場 らはゴロヴ二一ソの許をはじめて訪問。3
月27日以降ごろから毎 日通い出す。ゴロヴニーンは 『文法規範』を記憶のみで4ヶ
月以上かかって書いたという(4月～7月か)。10月7日(わが9月26日)ゴロヴ
二一ソらはディアナ号へ帰る。この間6ヶ 月強であり,実際教わった期間はもう少
し短いことになろう。馬場 ・足立 らは文化10年(1813)10月下旬松前出立,江 戸
帰着は同年11月終 りか12月初め。
64五 郎治は 『幽囚記』には しばしば良佐衛門の変名で現われる。
65翻 刻:小 川鼎三 ・酒井シヅ校注 「遁花秘訣」『洋学 下』(日本思想大系)岩 波書
店1972年。次を見よ:村 山七郎 〈日本最初の牛痘法文献の原書〉;同〈「遁花秘訣」
原書の和訳(1)(2)〉「順天堂医学」11巻2号(昭和30年),11巻4号(昭和31年),12
巻1号(昭 和31年);『洋学 下』〈解説〉中の小川鼎三 〈近代医学の先駆 解体
新書 と遁花秘訣一 〉;杉本つ とむ前掲書Vの 第1編 第3章 〈馬場佐十郎 『遁花秘
訣』 とその翻訳一 わが国最初のロシア書の翻訳一 〉。
66参 照=松 木明知 く「露西亜牛痘全書」の書誌学的研究(1)一〈4)〉「蘭学資料研究会研
究報告」230,234,243,255号,昭和45一昭和47年。
67『国書人名辞典』第1巻(岩 波書店1993年)お よび佐藤 坦撰文墓碑銘(『事
実文編第三』明治44年所収)を 参照せよ。また次も見よ:伊吹山一草亭 く足立左内
に就いて一 魯西亜学笙の著者一 〉「月刊ロシヤ」昭和18年2月号;同 〈再び足
立左内に就いて〉「月刊ロシヤ」昭和18年3月号。
68現 存伝本には足立左内の手と思われる付箋がごく簡単なメモ とともに貼付されて
いる。
69大 崎正次編 ・発行 『天文方関係史料』昭和46年。
70筆 者未見。松村 明 〈幕末期ロシア語学書についての覚書〉を見よ。
71谷 沢尚一 〈村上貞助について〉『蝦夷生計図説』北海道出版企画センター1990
年;同 〈「モール陳情書」と村上貞助〉「文献」第15号 昭和45年5月;洞 富雄 ・
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谷沢尚一編注,間 宮林蔵述,村 上貞助編 『東麓地方紀行 他』(平凡社東洋文庫
1988年)中の 〈解説〉。
72村 上がムールからロシア文字を教わったことを示す資料およびそれらをまとめた
資料が,国 文学研究資料館史料館所蔵の陸奥弘前津軽家文書中に存する。なお村上
はムールに対し個人的に親 しみを覚えていたらしく,ゴロヴ二一ソも 『幽囚記』中
にそのような記事を書いている。おそらくゴロヴ二一ンよりもムールに親 しみ,彼
からいっそう多くを学んだようにみられる。
73い わゆるフヴォス トフ文書の一。参照:高 野 明 くフヴォス トフ文書考〉「早稲
田大学図書館紀要」第6号 昭和39年12月;同『日本 とロシア』pp.155-158;岩
井 〈鷹見泉石旧蔵…>pp.11-14.
74森 島中良の 『惜字帳』にその拓本が貼り込まれている。今泉源吉 『蘭学の家 桂
川の人々』篠崎書林,p.384.また次も見よ:村 山七郎 〈北海道に関係ある三つの
ロシア語古記録〉「新 しい道史」第5巻6号 昭和42年12月(『ロモノーソフ以前
の二つのロシア文法』九州大学言語研究室1971年に再録);中村喜和 〈一ロシア
水兵の墓誌〉「言語文化」第10号1973年。
75村 上はゴロヴ二一ン事件後,日 露間でとり交された関係文書を次の書にまとめて
いるが,筆 者は未見である:『瓢々護集』。 リコル ドらの露文書簡写 しや高橋三平ら
の書簡の露文訳なども含むという:秋月俊幸 『日本北辺関係旧記目録』1990年;次
注保田論文参照。
76市 立函館図書館所蔵の軸装ロシア語文書ははじめゴロヴ二一ンの手と伝えられて
いたが,次 の論文は村上の手 と考えている:村 山七郎 〈北海道に…>pp.12-13.『幽
囚記』によればゴロヴニーソは手が拙ったらしい。なおこの論文中にはゴロヴ二一
ソの署名が掲げられている。また最近の次の論文中には著者によって確認された村
上貞助や上原熊次郎らの作成になるロシア語書簡の写真が掲載されている。その文
字の様子は,上 の軸装のロシア語文書のそれによく似ている印象を,筆 者はもつ
が,も とより原本で確かめる必要があるだろう:保田孝一 〈ゴロヴニソ事件 と高田
屋嘉兵衛一 新発見のシベ リア委員会文書 と 『瓢 々讃集』を中心に〉「地域史研究
はこだて」No.26,函館市,1997年9月。
77谷 沢上掲論文 〈「モール陳状書」 と村上貞助〉による。
78国 文学研究資料館史料館所蔵。1包2通,計6葉 の写 し。このうち1通 は1812年
8月28日(わが8月4日)付 リコル ド書簡の写 し。年紀 と署名をもつ。この書簡は
9月6日(わ が8月13日)に松前のゴロヴ二一ンとムールに示された。ただちに彼
らの助けをかりて熊次郎が翻訳 したこと,およびこれら書簡(到 着の書簡は2通 で
あった)の 内容について,等 々の記述がゴロヴ二一ンの手記にみえる(『幽囚記』
井上訳,中 巻p.100以降)。なおこの時,村 上はすでに7月14日(わが6月18日)
前奉行につきそって江戸へ出立 したあ とであ り,不在であった。
79井 上訳,上 巻p、321.
80市 立函館図書館所蔵。松村上掲論文p.44を見よ。参照:岩 井憲幸 〈市立函館図
書館所蔵 『茜萬ゴロウニンロ述露語控』一 附翻刻一 〉「明治大学教養論集」通巻
237号1991年。
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81村 上貞助秦一貞謹話 伊勢素槍丸撰 常陸間宮倫宗増補(解 説河野本道 ・谷沢尚
一)r蝦夷生計図説』北海道出版企画センター1990年。
82北 海道大学附属図書館の北方資料室に所蔵の村上貞助筆 「蝦夷弾i琴図」(絹本着
色)中 には,〈横文斎筆〉の落款 と,その下にロシア文字による 〈MypaＬKaMH>
の陽刻朱印(径2cm)が 存する。注76末の保田論文中には,村 上貞助と上原熊次
郎のロシア文字による署名と捺印の写真が掲載されている。すなわち 〈MypaKaMH
TencKe㊥〉,〈BexaHaKyMail)KHpo㊥〉。これらの綴 りはロシア人一 ムールかゴロ
ヴニーソー から教え示されたものではないか。〈貞〉を 〈Tert-〉と2重N音 的
に第2音 に 〈n>を入れて綴ること,〈次〉を 〈n)KH>と日本語の発音中に 〈d>音
の要素を聞きわけて,こ れを表記 しているからである。なお,保 田論文では村上の
印頼を 〈貞廉〉と,上原の印穎を く熊次郎〉 と読むが,後者について筆者には疑問
が残る。
83次 を見よ:金 田一京助 〈蝦夷語学の鼻祖上原熊次郎先生逸事>rアイヌの研究』
内外書房 大正14年;佐々木利和 〈蝦夷通詞 ・上原熊次郎のこと〉「どるめん」第
6号JICC出版 昭和50年6月。
(いわい ・のりゆき 文学部教授)
`
ロ シ ア文 法 用 語 等 対 照 表(注1)
書名略称
ロシア語術語 文法規範1813
文部省露和字彙 グレーボブ
初版1898
八 杉
初版1916
八 杉 ・木 村
1953初 版1887 再 版1903
㎜cy田 ㏄TBHTenbHoe 実名辞 実名詞 実名詞/名詞 名詞 名詞 名詞
na口ex 転格 格 格 格 格 格'
HMeHKTenbHH酋n. 主格/一格 名格 名橋/主格/第一格 名格 主格 主格
po刀HTe皿・HH亘n. 生格/二格 生格 生格/第二格 生格 生格 生格
∬arre』lbHH亘n. 与格/三格 与格 与格/第三格 与格 与格 与格
BHHHTeJlbHH覚n. 役格/四格 役格 役格/第四格 役格 対格 対格
3BaTeπLHLI酋n. 呼格/五格 呼格 呼格/第七格 呼格 呼格 呼格
TBopnTeπbHb1量n. i奪格/六格 造為格/第六格 造為格/第六格/造格/第五格 造格 造格 造格
npe皿ox(HH数n. 示格/七格 前置格 前置格/第六格 前置格 前置格 前置格
CKJIOHeHHe 転移 変化 変化 変化 変化 変化
PO凪 種類 性 性 性 性 性
Myx㏄KH泊P. 陽種 男性 男性 男性 男性 男性
刀(eHCK曲P. 陰種 女性 女性 女性 女性 女性
cpe曲P. 中種 中性 中性 中性 中性 中性
06叩磁P. 普通種 普通性 共通性 総性/通性 船佐 船佐
qHCJIO 単復/員数 一 一 数 数 数
e口HHCTBeHHoeq. 単員/単称 単数 単数 単数 単数 単数
MHO)KeCTBeHHoeq. 復員/復称 復数 複数 複数 複数 複数
yBen四HTenbHoeHM兄 広大名辞 増大名詞 増大名詞 膨大的/過大的 粗大 指大名詞
yMeHbmHTenbHoeHM兄 狭小名辞 減少名詞 減少名詞 縮小的/薄弱的 指小 指小名詞
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????っ?
?
??
co6cTBeHHoe㎜ 本名(辞) 固有名辞 固有名辞 固有名詞 固有名詞 －
co6HpaT飢bHoe㎜ 復員名辞 集合名辞/合名詞 集合名詞 集合名詞 集合名詞 一
㎜ 頁PHna「aTeJIちHoe 属名辞/形容詞 形容詞 形容詞 形容詞 形容詞 形容詞
nOJIO》K日TeJlbHa月CTe皿eHb 平階 原形級/平常級 原級/元級 元級 元級 原級
cpaBmlTe厄Ha肌Te鵬品(注2) 比階/比較階級 比較級 比較級 比較級 比較級 比較級
npeBocxo八H朋cTeneHb 勝階 最大級 最大級 最勝級 最勝級 最上級
MeCTOHMeHHe 代名辞/代名詞 代名辞/代名詞 代名辞/代名詞 代名詞 代名詞 代名詞
n四HoeM. 代人名/人代名辞 人称代名辞/人称代名詞
人称代名辞/
人称代名詞 人称代名詞 人代名詞 人称代名詞
BO3BpaTHoeM. 帰応辞 一 一 再帰代名詞 再帰代名詞 再帰(人称)代名詞
nPHTmKaTe皿bHoeM・ 司領代名 附属代名辞 物主代名詞 物主代名詞 物主代名詞 物主代名詞
yxa3aTe∬bHoeM. 直指辞 指示代名詞 指示代名詞 指示代名詞 指示代名詞 指示代名詞
BOロPOCHT飢LHoeM・ 間代名(辞) 疑問代名詞 疑問代名詞 疑問代名詞 疑問代名詞 疑問代名詞
0?HOCHTenbHoeM. 再呼辞/再呼詞/代名詞 関係代名詞 関係代名詞 関係代名詞 関係代名詞 関係代名詞
㎜qHCJIHTeJILHoe 数名辞 数詞 数詞 数詞 数詞 数詞
OCHOBaT《㎜Hoeq. 基数名 一 一 一 『 －
KOJ1四eCTBe皿oeq. 一 基数辞 基数詞 個数詞 個数詞 個数詞
皿op叩KOBoeq・ 序数名 順数 順数 順序数詞 順序数詞 順序数詞
co6npaTeπbHoeq. 合数名 一 一 集合数詞 集合数詞 集合数詞
npe江nor 冠辞/冠詞/前詞 前置詞 前置詞 前置詞 前置詞 前置詞
HapeqHe 属用辞/形容詞 副辞 副詞 副詞 副詞 副詞
Me>K瓜OMeTHe 嵯嘆辞/嵯嘆詞 間投辞 間投辞 間投詞 間投詞 間投詞
COK)3 助辞/助詞 接続辞 接続詞 接続詞 接続詞 接続詞
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
㌻
??
rJla1℃JI 働辞/動詞 動静/動詞 働詞/動詞 働詞 動詞 動詞
cnp知KeHMe 運用(法) 動詞ノ変化 動詞の変化 動詞ノ変化 動詞変化 変化
∬HUO 爾我彼/三名 一 一 人称 人称 人称
nePBoe凡 第一名/第一人称 一 一 第一人称 第一人称 一人称
BTopoeJI・ 第二名 } 一 第二人称 第二人称 二人称
Tperbe几 第三名 一 一 第三人称 第三人称 三人称
HaK口OHeHHe 布置法 法 法 法 法 法
Heonpe刀e鵬HHoeH. 不定法/不眠法 不定法 不定法 不定法 不定法 不定法
K3b兄BHTenbHoeH. 直説法 指示法/視示法 指示法/視示法 直説法/発話法 直説法 直説法
nOBenHTeJlbHoeH. 使令法 命令法 命令法 命令法 命令法 命令法
CO㎝araTeJlbHoeH. 承起法 接続法 接続法 接続法/可能法 接続法 接続法
BpeM兄 時世 動辞ノ時 動辞ノ時 (三)時 時 時称
HaCTO別田eeB. 現世/現在 現在時 現在時/現在 現在 現在 現在
6yロy田eeB. 未来 未来時 未来 未来 未来 未来
npo皿e貝meeB・ 過去 過去時 過去 過去 過去 過去
3aJlor 一 動格 動格 質 種別 相
口e酋CTBHTeJlbHH互rJlarOJ1他働力辞/他動辞/動詞/能働助 働動辞 働勤評 自働詞 他動詞
BO3BpaTHH酋r. 帰働辞/再帰動詞 自復動静ノ詞
自復助辞/動
詞 再帰働詞 再帰動詞
B3aHMHHnr. 両働辞/両動働詞 互動静 相互動詞 対働詞 一 (注3)
CTpa八aTenbHbl厳r. 被働辞/所働動詞 受身動詞 被動詞/校勘動詞 被働詞 被動詞
cpe貝HH酋r. 自働辞/中性動詞 中性動詞 中性動詞/中動詞 中働詞 自動詞/中動詞
6e3n皿HH酋r. 不係人動辞 無 人 称 ノ(動詞) 無人称動詞 無人物働詞 無人称(用法) 無人称動詞
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
??
?
??
06皿面 童r. 普働辞/普通詞 普通動詞 普通動詞 総働詞 総動詞 総動詞
BH刀 一 一 一 体 体 体
np四aCTHe 分動辞/分動詞 形動詞 形動詞 形働詞 形動詞 形動詞
双㏄np四aCTHe 切断分動静 分動静 分動静 副働詞/分働詞 副動詞 副動詞
y貝apeHHe 一 強音符 強音符 力点 力点 ア クセ ン ト/力 点
CTpoqHble3HaKH 標節 一 一 一 一 一
3HaKIInpenHHaHH兄 一 句読 句読 句切記号/句読法 句読記号 一
3an兄Ta狂 分点
ヨミキリ
句読 句点 半点/句切点 コム マ コンマ/半点
ToqKa 畢点 段落 段落 句点/終止点 点 終止符
ToqKac3an兄TO置 半節点 半重点/半段落 半重点/半段落 半重点 セ ミ コ ロ ン 一
刀BoeTO咀e 重点 重点 重点 重点 コ ロ ン －
BonpOCHTenb肌1酋3. 問点 一 一 疑問記号 疑問符 疑問符
BOCIσlHロaTe∬bHH茸3. 奇異点/奇異標 大喝標/叫標/驚標
感 嘆,驚 喜 ヲ
表 スル 標 感嘆記号 感嘆符 感嘆符
THpe 一 横線 横線 横線 線 一
3aHHMaTe皿』HH酋3. 仮用標 一 一 一 一 －
KO6blqKH 一 一 一 罰瀦 偏 引用符 －
CKO6KH 一
カ ツ]カ ギ
括弧/副
カギ
括弧/副 括弧 括弧 －
MHorOToqHe 一 一 一 未完点/中略点 一 －
BMeCTHTenbHH酋3. 爽間点/求問標 一 一 一 一 }
注1.文 法 用 語 は 今 日で も細 部 で 異 な りが あ る。 な お現 在 わ が 国 にお け る初 歩 の文 法 で の 用 語 は 次 を 参 照 せ よ=〈初 歩 の ロシ ア
語 教 育 に用 い る用 語 の ガ イ ドラ・イソ 〉 日本 ロ シア文 学 会1996年 。
注2.『 文 法 規 範 』 中 の 術 語 は 〈ypaBHHTenbHaflcTeneHb>。
注3.分 類 法 が こ とな る ため に正 確iに対 応 しない が,次 の 術 語 が あ る:能 動(netacTBHTenbHblti3anor),再帰(Bo3BpaTHblti3.)
被 動(CTpaJlaTenbHblrt3.)。ま た 他 動 詞,自 動 詞,CH動 詞(再 帰 動 詞)の 術 語 もあ る。
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
㌻
?
?
?
